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安来市の人口と世帯数　　 　平成27年8月31日現在

人　口 ･･･男19,385人　 女21,136人　 合計40,521人

世帯数･･･14,164 世帯　



今月の表紙 

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会

　

７
月
31
日
、
松
江
市
長
、
境
港
市

長
と
と
も
に
、
石
破
茂
地
方
創
生
担

当
大
臣
を
訪
問
し
、
市
長
会
で
策
定

し
た
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
総
合
戦
略
は
、
圏
域
の
人
口

60
万
人
を
維
持
す
る
た
め
の
、産
業
、

交
通
、
居
住
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
４

つ
の
施
策
と
、
中
海
架
橋
の
早
期
実

現
な
ど
の
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
内
容

の
も
の
で
す
。
ま
た
、圏
域
と
し
て
、

地
方
創
生
の
交
付
金
を
活
用
し
た
連

携
事
業
を
実
施
し
、
県
境
を
越
え
た

広
域
連
携
を
強
め
、
魅
力
あ
る
圏
域

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

主
要
三
事
業

▽
安
来
市
民
会
館
（
仮
称
）

　

建
設
工
事
に
関
す
る
各
種
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
き
、
先
の
臨
時
議
会

に
て
、
議
決
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
着
工
と
な
り
、
平
成
29

年
９
月
の
開
館
に
向
け
、
着
実
に
工

事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▽
新
安
来
庁
舎

　

今
月
末
に
は
実
施
設
計
を
終
了

し
、
工
事
発
注
を
行
う
予
定
で
あ
り

ま
す
。
平
成
29
年
６
月
の
開
庁
に
向

け
、鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　青を基調としたおそろいの衣装をま
とい、約30人がよさこい風のダンスを
披露。はじけるような笑顔と息の合っ
た踊りで、会場の観客を魅了しました。
・撮影日　８月14日
・撮影場所 安来港
（ダンスコンテスト・

月の輪まつり）

「はつらつダンス！」
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●
「
市
民
カ
レ
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」（
別
刷
り
）

　

９
月
１
日
に
開
会
し
た
市
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
近
藤
市
長
が
述
べ

た
所
信
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広報やすぎ　2015年10月

市民会館、商工会議所などを取り壊し、開発
が進む新庁舎建設地（安来町）

市議会 9 月定例会で所信を述べる近藤市長

２



▽
給
食
セ
ン
タ
ー

　

現
在
、
内
外
装
の
仕
上
げ
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
か

ら
給
食
を
開
始
す
る
中
学
校
、
幼
稚

園
の
配
膳
室
と
搬
入
口
の
改
修
工
事

も
終
了
す
る
な
ど
、
計
画
ど
お
り
進

捗
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

運
営
は
、
調
理
業
務
を
は
じ
め
と

し
た
各
種
業
務
の
受
託
業
者
が
順
次

決
定
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
安
全
安
心
な
食
材
の
安
定

供
給
及
び
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
た
め
、
食
材
の
納
入
業
者

と
商
工
会
議
所
、
商
工
会
、
農
業
協

同
組
合
な
ど
の
関
係
機
関
で
構
成
す

る
連
絡
協
議
会
を
設
置
し
、
供
用
開

始
に
向
け
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。

の
思
い
を
、「
絵
画
」
と
「
言
の
葉
」

で
表
現
す
る
「
み
ら
い
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

や
す
ぎ
月
の
輪
ま
つ
り
（
８
月
14
日

～
17
日
）

　

山だ

し車
巡
行
な
ど
の
月
の
輪
神
事
や

安
来
節
踊
り
、
仁
輪
加
パ
レ
ー
ド
、

花
火
大
会
な
ど
様
々
な
催
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
14
日
に
は
、
市
内
外
か

ら
５
万
人
の
来
場
者
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
５
千
発
の
花
火
と
安
来
の
祭

り
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

16
日
の
安
来
節
踊
り
に
は
、
市
内
の

幼
稚
園
、
小
学
校
、
企
業
、
商
工
会

関
係
者
等
か
ら
12
チ
ー
ム
、
３
４
０

名
の
参
加
が
あ
り
、
祭
り
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市長所信

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　

10
月
か
ら
、
住
民
票
を
有
す
る
全

て
の
人
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
を

送
付
し
、
希
望
さ
れ
る
人
に
は
、
来

年
１
月
か
ら
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
交

付
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
、
住
民
票
、
戸
籍
謄
抄
本
、

課
税
証
明
な
ど
の
証
明
書
が
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
交
付
で
き
る
よ

う
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

安
来
市
版
総
合
戦
略
及
び
総
合
計
画

▽
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
安
来
市
版
総
合

戦
略

　

市
内
４
か
所
で
市
民
の
意
見
交
換

会
、
総
合
戦
略
推
進
会
議
を
３
回
開

催
し
、
様
々
な
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
総
合
戦
略
の
策
定
作
業
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

▽
総
合
計
画

　

３
回
の
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
、

総
合
計
画
審
議
会
で
検
討
し
、

基
本
構
想
と
基
本
計
画
の
素
案

を
作
成
中
で
あ
り
ま
す
。
総
合

戦
略
は
10
月
末
、
総
合
計
画
は

12
月
末
を
目
途
に
策
定
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
未
来
の
安
来
市
へ

市議会９月定例会

　 テ レ ビ 番
組「ダイドー
ドリンコ 日
本の祭り」が
取材。出演者
の 吉 村 作 治

氏が安来を訪れ、月の輪神事などを
鑑賞されました。BS12ch「T

ト ゥ エ ル ビ

wellV」
で来年放送される予
定です。

月の輪まつりがテレビで特集に

広報やすぎ　2015年10月

切川地区で建設中の給食センター。
12 月に完成予定です。

３



安
来
節
全
国
優
勝
大
会
（
８
月
15
日

～
17
日
）

　

３
日
間
で
延
べ
２
２
２
３
名
の

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

月
の
輪
ま
つ
り
及
び
安
来
節
全
国
優

勝
大
会
の
開
催
に
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

映
画
「
た
た
ら
侍
」

　

先
月
16
日
、
県
内
に
お
い
て
撮
影

開
始
の
安
全
祈
願
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
撮
影
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
安
来
市
で
の

ロ
ケ
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
大
い
に

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
支
援
連
絡

会
の
構
成
自
治
体
と
連
携
し
な
が
ら
、

圏
域
の
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

足
立
美
術
館

　

観
光
地
や
ホ
テ
ル
を
紹
介

す
る
世
界
最
大
級
の
サ
イ

ト
「
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
で
「
エ
ク
セ
レ
ン
ス

認
証
」
を
５
年
連
続
で
獲
得

さ
れ
、
山
陰
で
唯
一
、
殿
堂

入
り
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
観
光
ガ

イ
ド「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー

ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
」
で

安
来
市
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

本
市
で
は
、
定
住
を
希
望
す
る

人
に
、「
住
ま
い
」「
仕
事
」「
生
活
」

な
ど
の
必
要
な
情
報
の
提
供
や
支
援

を
行
い
、
定
住
を
促
進
す
る
た
め

に
、
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

先
月
19
日
に
、
商
工
会
議
所
、
商

工
会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
農
業
担
い

手
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
雇
用
に
関
係

す
る
機
関
が
集
ま
り
、
第
１
回
雇
用

情
報
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
情
報
共

有
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
定
住

促
進
を
強
化
す
る
考
え
で
す
。

　

安
来
市
の
財
政
状
況

　

先
般
、
平
成
27
年
度
の
普

通
交
付
税
の
算
定
が
行
わ

れ
、
交
付
額
が
81
億
９
６
０

●
問
い
合
わ
せ　

定
住
企
画
課　

℡
23-

３
０
６
０

市議会 9月定例会

市長所信

０
万
円
余
と
決
定
し
ま
し
た
。ま
た
、

平
成
26
年
度
決
算
に
お
け
る
健
全
化

判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
は
、

い
ず
れ
の
指
標
も
早
期
健
全
化
基
準

を
下
回
り
ま
し
た
。

　

今
回
提
案
し
ま
す
案
件
は
、
議
決

案
件
12
件
、
認
定
案
件
12
件
、
報
告

案
件
６
件
、
諮
問
案
件
１
件
で
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
総
額
３

億
１
７
０
０
万
円
を
計
上
し
、
補
正

後
の
予
算
規
模
は
２
８
２
億
１
２
０

０
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。主
に
、

情
報
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業
１
億
３
６

０
０
万
円
余
、
地
域
活
性
化
・
地
域

住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
事
業

３
３
０
０
万
円
余
、
非
常
備
消
防
施

設
整
備
事
業
２
９
０
０
万
円
、
史
跡

富
田
城
整
備
事
業
４
１
０
０
万
円
余

な
ど
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。　

も
、４
回
連
続
で
最
高
評
価
で
あ
る「
三

つ
星
」
を
、
山
陰
で
唯
一
獲
得
さ
れ
ま

し
た
。市
と
し
て
も
国
内
は
も
と
よ
り
、

外
国
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
目

玉
と
な
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

安
来
は
ぴ
こ
会

　

昨
年
度
か
ら
２
名
の
結
婚
相
談
員

に
よ
る
、
結
婚
相
談
「
は
ぴ
こ
の
部

屋
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
７
月
に

新
た
に
８
名
の
結
婚
相
談
員
を
委
嘱

す
る
と
同
時
に
、「
安
来
は
ぴ
こ
会
」

を
結
成
し
ま
し
た
。
今
後
は
、「
安

来
は
ぴ
こ
会
」
に
よ
る
月
２
回
の
結

婚
相
談
サ
ロ
ン
や
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
な
ど
、
支
援
を
強
化
す
る
考
え

で
す
。

広報やすぎ　2015年10月

近藤市長、島根県副知事、日立金属
株式会社安来工場ほか関係企業の方、
錦織監督、主演の青柳翔さんらの出
席のもと盛大に執り行われました。

映画「たたら侍」安全祈願祭

本庁内２階に設置した定住サポート
センター。２名の相談員を配置し、
移住希望者の相談・情報発信、職業
紹介などを行っています。

定住サポートセンター開設

４



　８月 14 日～ 17 日、安来町内を会場に「月
の輪まつり」が開催されました。ダンスコンテ
ストや花火大会、安来節踊り、仁

に わ か

輪加パレード、
各自治会のステージイベントなど多彩な催しが
行われ、延べ６万人がまつりを楽しみました。
　4日間にわたって行われた月の輪神事では、
新町・西御幸・大市場・八幡町の山

だ し

車が町内を
練り歩き威勢のよい声が響いていました。

　８月15日～17日、安来市民体育館を会場に「安
来節全国優勝大会」が開催されました。
　この大会は、全国に 63支部（会員数約 3600 人）
を持つ安来節保存会が開催。全国６箇所で行われ
る厳しい予選を勝ち抜いた会員が、唄・絃・鼓・踊・
銭太鼓の５種目において全国優勝を目指し安来に
集まります。
　今年の大会は、全国の５歳から 84歳までの延
べ 789 人の会員が出場。会場には 2,223 人の安
来節ファンが来場して大会を盛り上げました。

夏の風物詩「やすぎ月の輪まつり」「安来節全国優勝大会」が行われ盛況を博しました

広報やすぎ　2015年10月 ５



　

平
成
26
年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
１
日
開
会
の
市

議
会
定
例
会
に
提
出
し
ま
し
た
。
市
政
は
皆
さ
ん
の
大
切

な
税
金
を
も
と
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
れ
く
ら
い
収

入
が
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
目
的
に
使
わ
れ
た
か
、
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
一
般
会
計
決
算
報
告

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
４・２
％
の
減

　

主
な
も
の
と
し
て
、
法
人
市
民

税
の
増
に
よ
り
地
方
税
全
体
で
は

３
１
４
５
万
円
の
増
、
地
方
消
費
税

交
付
金
は
消
費
税
率
改
定
に
よ
り

７
９
８
８
万
円
の
増
、
地
方
交
付
税

は
基
準
財
政
需
要
額
の
減
に
よ
り

２
億
２
７
４
９
万
円
の
減
、
国
庫
支
出

金
は
第
一
中
学
校
建
設
事
業
完
了
な
ど

に
よ
り
14
億
４
７
５
８
万
円
の
減
、
繰

入
金
に
つ
い
て
は
庁
舎
等
建
設
基
金
な

ど
特
定
事
業
へ
の
基
金
取
り
崩
し
に

よ
り
２
億
９
８
２
９
万
円
の
増
、
地

方
債
に
つ
い
て
も
事
業
の
増
に
よ
り

１
億
２
７
１
０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

指
標
で
見
る
財
政
状
況

●
経
常
収
支
比
率　

93
・
５
％

　
　
　
　
　
　
　

健
全
ラ
イ
ン
…
80
％
以
下

　

物
件
費
、
補
助
費
お
よ
び
繰
出
金
の
増
に
対
し
て

普
通
交
付
税
の
減
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
２
・
４
ポ

イ
ン
ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
指
標
は
人
件
費

や
生
活
保
護
な
ど
の
扶
助
費
、
借
金
返
済
に
充
て
る

公
債
費
な
ど
経
常
的
な
経
費
の
割
合
を
示
し
て
い
ま

す
。

●
地
方
債
現
在
高
比
率　

２
１
８
・
２
％

　
　
　
　
　
　
　
　

健
全
ラ
イ
ン
…
２
０
０
％
以
下

　

市
債
（
借
入
金
）
の
新
規
発
行
額
の
増
加
に
よ
り
、

市
債
残
高
は
９
億
４
６
１
０
万
円
の
増
で
、
前
年
度

よ
り
10
・
０
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
ま
し
た
。
こ
の
指
標

は
将
来
の
公
債
費
負
担
や
地
方
債
の
発
行
可
能
額
を

把
握
す
る
た
め
の
指
標
と
し
て
用
い
ま
す
。

●
基
金
現
在
高
比
率　

60
・
３
％

健
全
ラ
イ
ン
…
50
％
以
上

　

新
規
積
立
等
に
よ
り
、
基
金
現
在
高
は
２
億
９
０

２
１
万
円
の
増
で
、
前
年
度
よ
り
２
・
８
ポ
イ
ン
ト

改
善
し
ま
し
た
。
こ
の
指
標
は
将
来
の
蓄
え
を
把
握

す
る
た
め
の
指
標
と
し
て
用
い
ま
す
。

市税の内訳
・市民税　
　� 18億2087万円
・固定資産税
　� 27億6101万円
・軽自動車税
　� 　1億1084万円
・市たばこ税
　　2億6910万円

・入湯税　�291万円
合計　49億6475万円
　※歳入のうち19.6％
　　が市税。

広報やすぎ　2015年10月

お
知
ら
せ
し
ま
す　

財
政
状
況

平
成
26
年
度　

決
算
報
告

（表示単位末満は切り捨て）

一般会計　歳入の内訳

市税
49億6475万円

譲与税・交付金
7億4799万円

地方交付税
93億3005万円

分担金・使用料等
7億9526万円

国県支出金
36億9496万円 

繰入金
4億6701万円

市債
41億6930万円

その他
11億5574万円

歳入
253億
2509万円

（前年度比 4. 2％減）

６



歳
出
総
額
は
前
年
度
比
４・２
％
の
減

　

主
な
も
の
と
し
て
、
土
木
費
が
道
路

維
持
費
、
橋
り
ょ
う
維
持
費
、
公
営
住

宅
整
備
事
業
費
等
の
減
、
飯
島
工
業
団

地
緑
地
公
園
整
備
事
業
の
完
了
な
ど

に
よ
り
34
・
０
％
（
10
億
３
７
５
１
万

円
）
の
減
、
教
育
費
が
第
一
中
学

校
建
設
事
業
完
了
に
よ
り
28
・
１
％

（
10
億
３
２
０
３
万
円
）
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
災
害
復
旧
費
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
お
よ
び
平
成
26
年
度
に
発

生
し
た
豪
雨
、
台
風
被
害
に
よ
り
34
・

４
%
（
８
４
９
４
万
円
）
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

◆
特
別
会
計
等
の
決
算
報
告

　

安
来
市
の
会
計
に
は
、
一
般
会
計
の

ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
事
業
や
介
護
保

険
事
業
な
ど
の
「
特
別
会
計
」
や
、
水

道
事
業
や
病
院
事
業
な
ど
の
「
公
営
企

業
会
計
」
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護

保
険
料
、
水
道
料
金
や
医
業
収
入
な
ど

特
定
の
収
入
を
財
源
に
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
収
支
状
況
を
明
確
に
す
る

た
め
、
一
般
会
計
と
は
別
に
会
計
処
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

 　

財
政
課
℡
23-

３
０
２
６

歳出予算の性質別内訳
義務的経費（45.7％）
　113億3345万円
　　人件費� 　17.6％
　　扶助費� 　13.8％
　　公債費� 　14.4％

投資的経費（18.8％）
　46億4850万円

その他の経費（35.5％）
　87億9402万円
　　物件費� 　12.9％
　　補助費等�　6.3％
　　その他� 　16.3％

広報やすぎ　2015年10月

●平成26年度歳入歳出決算額および対前年度比較表　　　　　　　（単位：千円）

会計名 歳入（収入） 歳出（支出）
平成26年度 対前年度増減 平成26年度 対前年度増減

一般会計 25,325,090 △ 1,108,408 24,775,978 △ 1,080,641

特別会計

国民健康保険事業特別会計 4,768,665 132,346 4,764,829 171,630
後期高齢者医療事業特別会計 1,038,118 40,714 1,029,828 41,296
介護保険事業特別会計 4,452,821 150,646 4,356,185 125,507
電 気 事 業 特 別 会 計 85,047 83,159
下 水 道 事 業 特 別 会 計 2,758,020 △ 118,829 2,754,327 △ 119,279
簡易水道事業特別会計 753,025 △ 33,136 732,925 △ 52,811
母 里 財 産 区 特 別 会 計 309 △ 202 171 △ 166
井 尻 財 産 区 特 別 会 計 274 225 25 0
赤 屋 財 産 区 特 別 会 計 143 △ 28 7 △ 25

公営企業
会　　計

水 道 事 業 会 計 737,735 98,843 648,489 86,659
安来市立病院事業会計 2,964,450 115,734 3,152,811 150,080

※電気事業特別会計は平成26年度新規

一般会計　歳出の内訳
議会費
2億1029万円

総務費
22億3849万円

民生費
66億3416万円

衛生費
19億7119万円

労働費
1億5725万円

農林水産業費
12億152万円

商工費
7億9839万円

土木費
20億1011万円

消防費
23億1377万円

教育費
26億3981万円

災害復旧費
3億3194万円

諸支出金
6億9258万円

歳出
247億
7597万円

公債費
35億7642万円

（前年度比 4. 2％減）

７



　

地
方
公
共
団
体
は
、

毎
年
決
算
の
数
値
を
基

に
「
財
政
の
健
全
化
判

断
比
率
」
と
「
公
営
企

業
に
お
け
る
資
金
不
足

比
率
」
を
算
定
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
公
表
し

て
い
ま
す
。

　

安
来
市
の
平
成
26
年

度
決
算
に
基
づ
く
算
定

結
果
は
、
す
べ
て
の
指

標
が
基
準
値
内
と
な
り

健
全
な
状
態
で
す
が
、

引
き
続
き
適
正
な
財
政

運
営
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

財
政
の
健
全
化
を
判

断
す
る
指
標
は
、
①
実

質
赤
字
比
率
、
②
連
結

実
質
赤
字
比
率
、
③
実

質
公
債
費
比
率
、
④
将

来
負
担
比
率
の
四
つ
で

す
。
指
標
に
は
、
財
政

の
危
険
度
を
示
す
早
期

健
全
化
基
準
や
財
政
再

生
基
準
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

財
政
再
生
計
画
の
策
定
が
義
務
付

け
ら
れ
る
な
ど
、
国
等
の
関
与
に
よ

り
確
実
な
再
生
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
が
義
務

付
け
ら
れ
る
な
ど
、
自
主
的
な
改
善

努
力
に
よ
り
財
政
健
全
化
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

財
政
再
生
基
準
を
超
え
た
場
合

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
た
場
合

　

福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
等
を

行
う
地
方
自
治
体
の
一
般
会
計
の
赤

字
の
程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営

の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

　

安
来
市
で
は
４
億
５
６
８
５
万
円

の
黒
字
決
算
と
な
っ
て
お
り
、
赤
字

額
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

実

質

赤

字

比

率

広報やすぎ　2015年10月

財政の健全化を判断する指標

平成26年度に完成した新消防庁舎

安
来
市
は
す
べ
て

の
基
準
値
を
ク
リ

ア
し
て
い
ま
す

平成26年度決算における健全化判断比率　（単位：％）
項　目 安来市 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － 12.82 20.00

連結実質赤字比率 － 17.82 30.00

実質公債費比率 15.1 25.0 35.0

将 来 負 担 比 率 113.0 350.0 －
※実質赤字比率、連結実質赤字比率は、ともに黒字のため「－」表示にしてい
ます。

12.82 12.80 12.82 

-3.99 -2.89 -3.16 

-10.00 

-5.00 

0.00 

5.00 

10.00 

15.00 

20.00 

25.00 

平成24年度 平成25年度 平成26年度

実質赤字比率推移（％）

財政再生基準 20.0％

早期健全化基準

安来市

財
政
悪
化

健
全

実質赤字比率推移

８

財
政
の
健
全
化

　
　

判
断
比
率



　

一
般
会
計
の
赤
字
に
あ
た
る
公
営

企
業
会
計
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企

業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入
等

の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、
経

営
状
況
の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

　

安
来
市
で
は
す
べ
て
の
会
計
で
資

金
不
足
額
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

借
入
金
の
返
済
額
お
よ
び
こ
れ
に

準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、

資
金
繰
り
の
危
険
度
を
示
し
ま
す
。

　

安
来
市
で
は
15
・
１
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
り
、
前
年
度
よ
り
０
・
２
ポ
イ

ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

実
質
公
債
費
比
率

　

安
来
市
に
は
一
般
会
計
の
ほ
か

に
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

等
８
つ
の
特
別
会
計（
財
産
区
除
く
）

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
す
べ
て
の
会
計

の
赤
字
や
黒
字
を
合
算
し
、
地
方
公

共
団
体
と
し
て
の
赤
字
の
程
度
を
指

標
化
し
、
地
方
公
共
団
体
と
し
て
の

運
営
の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

　

安
来
市
で
は
全
て
の
会
計
を
合
算

し
て
12
億
１
９
８
９
万
円
の
黒
字
決

算
と
な
っ
て
お
り
、
連
結
実
質
赤
字

額
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

地
方
公
共
団
体
の
借
入
金
（
地
方

債
）
や
、
将
来
支
払
っ
て
い
く
可
能

性
の
あ
る
負
担
等
の
現
時
点
で
の
残

高
の
程
度
を
指
標
化
し
、
将
来
負
担

を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
い
か
ど
う

か
を
示
し
ま
す
。

　

安
来
市
で
は
１
１
３
・
０
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
３
・
５

ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
ま
し
た
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

将

来

負

担

比

率

■
問
い
合
わ
せ　

 　

財
政
課

　

℡
23-

３
０
２
６
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決算における資金不足比率　　　　　 　（単位：％）

項　目 平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

経営健全化
基準

水 道 事 業 会 計 － － －

20.00
病 院 事 業 会 計   － － －
電気事業特別会計 －
下水道事業特別会計 － － －
簡易水道事業特別会計 － － －
※黒字のため「－」表示にしています。
※電気事業特別会計は平成26年度新規

資

金

不

足

比

率

116.2 109.5 113.0 

100.0 

150.0 

200.0 

250.0 

300.0 

350.0 

400.0 

平成24年度 平成25年度 平成26年度

将来負担比率推移

早期健全化基準 350.0％

安来市

（％） 将来負担比率推移 財
政
悪
化

健
全

17.82 17.80 17.82 

-11.26 -8.92 -8.43 
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-10.00 

-5.00 

0.00 

5.00 

10.00 

15.00 

20.00 

25.00 

30.00 

35.00 

平成24年度 平成25年度 平成26年度

連結実質赤字比率推移

財政再生基準 30.0％

早期健全化基準

安来市

（％） 連結実質赤字比率推移 財
政
悪
化

健
全

15.3 15.3 15.1 
10.0 

15.0 

20.0 
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35.0 

40.0 

平成24年度 平成25年度 平成26年度

実質公債費比率推移

財政再生基準 35.0％

早期健全化基準 25.0％

安来市

（％） 実質公債費比率推移
財
政
悪
化

健
全

９



簡
易
書
留
で
世
帯
主
宛
に

10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）を
通
知
し
ま
す

「
通
知
カ
ー
ド
」
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

　

10
月
か
ら
住
民
票
の
住
所
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
「
通

知
カ
ー
ド
」
を
送
付
し
ま
す
。「
通
知
カ
ー
ド
」
は
、
世
帯

主
宛
（
世
帯
ご
と
）
に
簡
易
書
留
で
10
月
～
12
月
に
順
次

送
付
し
ま
す
。
こ
の
番
号
は
生
涯
に
わ
た
り
使
う
も
の
で

す
。
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
手
続
き
で
使
用
し
ま
す
の

で
大
切
に
保
管
し
て
、
番
号
な
ど
を
む
や
み
に
他
人
に
教

え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※「
通
知
カ
ー
ド
」を
確
実
に
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

現
在
お
住
ま
い
の
住
所
と
住
民
票
の
住
所
が
異
な
る
人
は
、

早
め
に
住
所
変
更
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
、
制
度
の
事
務
を
実
施
し
て
い
る

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

※「通知カード」が送付された以降に、住所が変わるときは、
住所変更手続きの際に「通知カード」が必要です。忘れ
ずにお持ちください。

１
月
か
ら
制
度
ス
タ
ー
ト

　
平
成
28
年
１
月
か
ら
、
行

政
手
続
き
な
ど
で
順
次
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

◆
使
用
例

▽
平
成
28
年
１
月
～

　
国
保
加
入
の
申
請
手
続
き

　
の
際
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

　
記
入

▽
平
成
29
年
２
月
～

　
所
得
税
の
確
定
申
告
の

　
際
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
入

　
（
平
成
28
年
分
の
確
定
申

　
告
）

■
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

▽
個
人
番
号
カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー
ド
の
交
付
に
つ
い
て
…
市
民
課 

℡
23-

３
０
８
０

　
▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
全
般
に
つ
い
て
…
定
住
企
画
課 

℡
23-

３
０
６
０ 

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
、
国
民
一
人
ひ
と

り
に
付
与
さ
れ
る
12

桁
の
番
号
で
す
。

　

社
会
保
障
、
税
、

災
害
対
策
の
分
野
で

効
率
的
に
情
報
を
管

理
し
、
行
政
の
効
率

化
、
国
民
の
利
便
性

の
向
上
、
公
平
・
公

正
な
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
制
度
で

す
。

　紙のカードで、あなた
のマイナンバー（個人番
号）のほか、住所、氏名、
生年月日、性別等が記載
されており、透かしなど
の偽造防止技術が施され
ています。

　顔写真はありませんの
で、番号通知の確認カー
ドとして使用します。番
号確認と本人確認を同時
に行うためには、運転免
許証や旅券などの本人確
認書類が別に必要となり
ます。

　カードを紛失した場合
は、再交付の際に手数料
（500円）が必要です。

いよいよスタート！
マイナンバー制度

通知カード

表 面

裏 面

マイナンバーとは

広報やすぎ　2015年10月10



１
月
か
ら
交
付
を
開
始
し
ま
す

希
望
す
る
人
は

　「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を

　
　
　
取
得
で
き
ま
す

　
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
は
、
市
に
申
請
す
る
と
平
成
28
年

１
月
以
降
に
交
付
さ
れ
ま
す
。「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
は
、

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
搭
載
し
て
お
り
、
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・

性
別
・
個
人
番
号
・
有
効
期
間
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

顔
写
真
付
き
な
の
で
公
的
な
本
人
確
認
書
類
と
し
て
利
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、
ｅｰ

Ｔ
Ａ
Ｘ
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）
な
ど
電
子
申

請
が
利
用
で
き
る
電
子
証
明
書
を
標
準
搭
載
。
裏
面
に
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
本
人
確
認

が
一
枚
で
可
能
と
な
り
ま
す
。

※
な
お
、
地
方
税
関
係
情
報
や
年
金
給
付
関
係
情
報
な
ど
の
特

定
個
人
情
報
や
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高
い
個
人
情
報
は
記
録

さ
れ
ま
せ
ん
。

※
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
申
請
は
無
料
（
再
交
付
は
有
料
）

で
す
。

個人番号カードの申請方法

個人番号カード

表 面

裏 面

平成 28 年１月以降に、はがき
で交付通知書が送られてきます
ので、運転免許証などの本人確
認書類と通知カードを持って、
市民課へお越しください。

同封されている個人番号カード交付申請
書に、顔写真を貼り付け、返信用封筒に
入れて、ポストに投函。

マイナンバーの通知カードは、平成 27 年
10 月以降、住民票の住所に簡易書留で届
きます。

本人確認の上、暗証番号を設定していただき、
個人番号カードを交付します。

スマートフォンなどを利用したＷＥＢ申請もできます。

　交付申請書のＱＲコードから申請用ＷＥＢサイトにアクセス。必要事項を入力の
上、顔写真のデータを添付して送信すれば申請完了です。後はステップ３以降と同じ。

ステップ１ステップ３

ステップ２ステップ４
（表面）

（表面）
（裏面）

（裏面）
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最近の主な動きを

お伝えします市政トピックス
　

主
力
の
安
来
工
場
で
特
殊

鋼
の
生
産
な
ど
を
行
う
日
立

金
属
株
式
会
社
（
本
社
東
京

都
・
髙
橋
秀
明
社
長
）
と
特

殊
鋼
の
加
工
な
ど
を
手
が
け

る
出
雲
造
機
株
式
会
社
（
恵

乃
島
町
・
宮
内
幸
一
社
長
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
島
根
県
か
ら

設
備
投
資
の
立
地
計
画
認
定

を
受
け
、
島
根
県
庁
で
立
地

計
画
認
定
書
交
付
お
よ
び
覚

書
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

市
で
は
、
市
内
の
企
業
が

一
定
額
以
上
の
設
備
の
新
設

や
増
設
な
ど
投
資
を
行
い
、

雇
用
の
確
保
に
つ
な
げ
る
場

合
、「
安
来
市
企
業
立
地
促

進
奨
励
金
」
に
よ
り
支
援
し

て
い
ま
す
。

● 

補
助
額
等

①
立
地
奨
励
金
（
上
限
３
０

０
０
万
円
）

②
空
き
工
場
等
活
用
奨
励
金

（
上
限
20
万
円
）

③
雇
用
促
進
奨
励
金
（
上
限

１
５
０
０
万
円
）

※
投
資
額
な
ど
に
よ
り
補
助

内
容
は
異
な
り
ま
す
。　

　

出
雲
造
機
株
式
会
社
は
、
高
級
特

殊
鋼
を
用
い
た
ス
ク
リ
ュ
ー
や
押
出

工
具
の
製
造
に
お
い
て
、
国
内
ト
ッ

プ
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
設
備
投
資
で
は
、
自
動
車

部
品
用
金
型
や
刃
物
な
ど
に
使
用
さ

れ
る
特
殊
鋼
板
材
の
削
り
作
業
の
増

産
に
対
応
す
る
た
め
、
大
型
の
加
工

機
一
台
を
導
入
し
ま
す
。
こ
の
設
備

は
、
安
来
物
流
セ
ン
タ
ー
（
日
立
金

属
株
式
会
社
所
有
）
内
に
設
置
し
、

平
成
27
年
11
月
に
稼
働
さ
せ
る
予
定

で
、
操
業
開
始
後
３
年
間
に
30
人
を

新
た
に
雇
用
す
る
計
画
で
す
。

　

日
立
金
属
株
式
会
社
は
、
特
殊
鋼

の
製
品
性
能
や
生
産
性
の
向
上
、
よ

り
大
型
の
部
材
生
産
へ
の
対
応
を
目

的
に
、
安
来
工
場
海
岸
工
場
内
に
現

有
の
２
・
５
倍
と
な
る
１
万
㌧
級
の

能
力
を
持
つ
大
型
鍛
造
プ
レ
ス
機
導

入
と
周
辺
設
備
の
整
備
を
行
い
ま

す
。

　

今
年
の
10
月
に
着
工
し
、
平
成
29

年
10
月
か
ら
操
業
を
始
め
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
操
業
開
始
後
３
年
間
に

13
人
を
新
た
に
雇
用
し
、
月
に
千
㌧

増
産
し
て
欧
州
や
北
米
な
ど
の
シ
ェ

ア
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

バ
ス
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
い
、
利
用
促
進
に
つ
な
げ
る
た

め
、
高
齢
者
向
け
の
バ
ス
教
室
「
イ

エ
ロ
ー
サ
ロ
ン
」
を
８
月
28
日
、
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
イ
エ
ロ
ー
バ
ス
の
料

金
体
系
や
、
75
歳
以
上
の
人
が
通
常

料
金
の
半
額
で
乗
車
で
き
る
減
額
制

度
、
路
線
上
で
ど
こ
で
も
乗
降
で
き

る
フ
リ
ー
乗
降
サ
ー
ビ
ス
な
ど
担
当

職
員
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
乗
降
し
や
す
い
低
床
車
両
に
体

験
乗
車
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
河
合
幸
雄
さ
ん
（
吉
岡

町
・
74
歳
）
は
、「
い
つ
か
は
車
を

運
転
で
き
な
く
な
る
と
き
が
来
る
。

ダ
イ
ヤ
が
合
え
ば
活
用
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

広報やすぎ　2015年10月

市内企業・安来市・島根県　企業立地に関する覚書に調印

日立金属株式会社（９月３日）

県
・
市
・
日
立
金
属
株
式
会
社
三
者
で

調
印
。
右
か
ら
近
藤
市
長
と
髙
橋
社
長
。

出雲造機株式会社（８月 27 日）

調
印
式
の
様
子
。（
左
か
ら
溝
口
知
事
、

宮
内
幸
一
社
長
、
近
藤
市
長
）

バスを身近に
イエローサロン開催
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中
海
町
の
道
の
駅
あ
ら
エ
ッ
サ
で

８
月
22
日
、
新
た
に
海
産
物
の
直
売

所
「
や
す
ぎ
魚
々
市
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
特
産
品
や
農

産
物
な
ど
を
扱
っ
て
き
た
道
の
駅
の

手
掛
け
る
有
限
会
社
マ
ル
コ
ウ
（
松

江
市
）
に
販
売
を
委
託
。
営
業
時
間

は
10
時
か
ら
19
時
で
山
陰
沖
で
と
れ

た
鮮
魚
、
干
物
、
海
産
物
、
惣
菜

な
ど
年
間
を
通
し
て
販
売
し
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
当
日
は
、
家
族
連
れ
な
ど

多
く
の
人
が
訪
れ
、
イ
ワ
シ
の
干
物

や
獲
れ
た
て
の
鮮
魚
、刺
身
な
ど
を
、

次
々
と
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

シ
ジ
ミ
な
ど
を
購
入
し
た
石
原
久

美
子
さ
ん
（
伯
太
町
）
は
、「
新
鮮

な
魚
が
多
く
種
類
も
豊
富
。
ま
た
利

用
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

道
の
駅
あ
ら
エ
ッ
サ
の
来
場
者
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
４
月
に
は

レ
ジ
通
過
者
数
が
延
べ
１
０
０
万
人

を
突
破
。
今
回
、
海
の
幸
と
い
う
新

た
な
魅
力
を
加
え
、
さ
ら
な
る
交
流

　

小
中
学
校
の
通
学
路
の
安
全
確
保

を
目
指
し
、
安
全
点
検
を
必
要
と
す

る
通
学
路
24
箇
所
に
つ
い
て
、
８
月

に
関
係
機
関
と
連
携
し
て
合
同
点
検

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
警
察
、
国
土
交
通
省
、
県
、

学
校
な
ど
と
安
来
市
通
学
路
交
通
安

全
推
進
会
議
を
１
月
に
設
置
し
、
通
学

路
の
安
全
確
保
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
交
通
量
が
多
い
、
見
通
し

が
悪
い
な
ど
会
議
で
抽
出
し
た
危
険

箇
所
の
現
場
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
対
策
を
検

討
し
、
よ
り
一
層
、
児
童
生
徒
の
安

全
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
持
つ
雇
用
情

報
な
ど
を
共
有
し
、
一
体
と
な
っ
て

定
住
促
進
を
図
る
た
め
、
安
来
市
雇

用
連
絡
調
整
会
議
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
、

Ｊ
Ａ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
Ｓ
Ｓ
Ｙ
、

市
で
組
織
。
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財

団
と
と
も
に
雇
用
や
生
活
支
援
な
ど

の
定
住
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
、

定
住
希
望
者
に
対
し
情
報
提
供
を
行

い
ま
す
。

　

８
月
19
日
の
初
会
合
で
は
、各
機
関・

団
体
の
制
度
や
雇
用
情
勢
な
ど
を
確

認
。
定
期
的
に
開
催
し
、
連
携
し
た

取
り
組
み
で
定
住
に
つ
な
げ
ま
す
。

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に

新
た
に
海
の
幸
が

加
わ
り
ま
し
た
。

　

な
か
う
み
交
流

館
内
に
設
置
さ

れ
、
約
90
平
方

メ
ー
ト
ル
の
売
り

場
を
持
つ
「
や
す

ぎ
魚
々
市
」
は
、

海
鮮
物
の
卸
売

り
、
加
工
な
ど
を

人
口
拡
大
や
地
域
活
性
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
す
ま
す

充
実
す
る
道
の
駅
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

広報やすぎ　2015年10月

定住に向けて
雇用情報の共有化

行政・学校・警察が連携
通学時の安全を調査

道の駅あらエッサに鮮魚コーナー

「やすぎ魚
ぎょぎょいち

々市」オープン

新鮮な鮮魚が並ぶ
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●問い合わせ　いきいき健康課　℡ 23- ３２２０

健康の窓

　

日
本
人
の
２
人
に
１
人
は「
が
ん
」

に
か
か
り
、
日
本
人
の
３
人
に
１
人

が
「
が
ん
」
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

島
根
県
で
も
死
亡
原
因
の
第
一
位
は

「
が
ん
」
で
す
。

増
え
て
い
る
「
大
腸
が
ん
」

　

が
ん
の
中
で
も
「
大
腸
が
ん
」
に

か
か
る
人
が
こ
の
30
年
で
約
６
倍
に

増
え
、
全
国
で
毎
年
10
万
人
が
新
た

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
安
来
市
に
お

い
て
も
、
40
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
働

き
盛
り
世
代
の
が
ん
死
亡
は
、
男
性

も
女
性
も
大
腸
が
ん
が
１
位
で
す
。

「
大
腸
が
ん
」
は
ど
ん
な
病
気
？

　

大
腸
は
、
筒
状
で
い
く
つ
か
の
層

が
重
な
っ
て
い
る
臓
器
。
そ
の
最
も

内
側
の
粘
膜
か
ら
発
生
す
る
病
気
が

「
大
腸
が
ん
」
で
す
。

　

40
歳
代
か
ら
大
腸
が
ん
に
か
か
る

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
通
常
、

早
期
の
大
腸
が
ん
は
自
覚
症
状
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
が
ん
が
進
行
す
る
と

血
便
や
便
秘
、
下
痢
、
腹
痛
な
ど
の

症
状
が
で
ま
す
。

検
診
は
定
期
的
に

　

大
腸
が
ん
は
早
期
の
段
階
で
発
見

で
き
れ
ば
高
い
確
率
で
治
る
病
気
。

発
見
が
遅
れ
る
と
病
状
が
進
行
し
て

治
療
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
大
腸
が

ん
検
診
で
見
つ
か
る
約
８
割
は
早
期

が
ん
で
す
。「
何
も
症
状
が
な
い
か

ら
大
丈
夫
」と
考
え
る
の
で
は
な
く
、

毎
年
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
て
、
早

期
発
見
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

検
査
方
法
は
「
検
便
」

　

検
査
は
「
便
潜
血
検
査
」
い
わ
ゆ

る
検
便
で
、
便
に
潜
む
血
液
の
有
無

を
調
べ
ま
す
。
大
腸
が
ん
や
ポ
リ
ー

プ
な
ど
が
あ
る
と
、
便
の
中
に
血
液

が
混
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

検
査
は
、
便
に
付
着
し
た
目
に
見
え

な
い
微
量
な
血
液
を
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

便
の
採
取
は
自
宅
で
で
き
、
検
査

前
の
食
事
制
限
も
な
い
簡
単
な
検
査

で
す
。
二
日
間
に
分
け
て
便
を
検
査

容
器
に
採
取
し
て
提
出
し
ま
す
。

大腸がん検診を受けましょう

採便棒を使って、便の
表面のいろいろなとこ
ろを、まんべんなくこ
すりとります。

採便のしかた

大腸がん検診啓発キャンペーン
を開催します

　「定期検診で早期発見につなげよ
う」をテーマに開催します。大腸が
ん検診（郵送法検診）の申込受付も
行います。申し込まれた人には健康
グッズをプレゼントします。ご家族
でぜひご来場ください。
日時：10月 18日㈰
　　　10時～ 14時
場所：安来プラーナ
内容：�大腸がん検診（郵送法）申込受
　　　付（40歳以上の安来市民）／大
　　　腸がんクイズラリー＆大腸ト
　　　ンネル／大腸カメラ展示／乳
　　　がん検診啓発コーナー／健康
　　　チェックコーナーなど
主催：�安来市／島根県環境保健公社

安
来
市
が
行
う
大
腸
が
ん
検
診

対
象
…
40
歳
以
上
（
１
年
に
１
回
）

料
金
…
５
０
０
円

検
査
内
容
…
便
潜
血
検
査

※
検
診
方
法
は
次
の
２
通
り
で
す

①
個
別
検
診

　

本
年
度
か
ら
医
療
機
関
で
受
診
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
医
療
機

関
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

事
前
に
採
便
容
器
を
受
け
取
り
、
後

日
医
療
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
杉
原
医
院
・
杉
原
医
院
大
塚
分
院

／
杉
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
日
立
記
念
病

院
／
麦
谷
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
森
脇

医
院
／
安
来
第
一
病
院
／
家
族
・
絆

の
吉
岡
医
院
／
吉
田
医
院
／
渡
部
医

院
／
朝
山
医
院
／
河
村
医
院

／
安
来
市
立
病
院
／
常
松
医

院
井
尻
分
院
・
赤
屋
分
院
／

安
来
市
医
師
会
病
院
／
加
藤

医
院

②
郵
送
大
腸
が
ん
検
診

　

採
便
済
み
の
容
器
を
専
用
の
封
筒

に
入
れ
て
期
日
ま
で
に
郵
送
す
る
だ

け
の
検
診
で
す
。
次
の
会
場
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

１
月
18
日
㈪
～
29
日
㈮　

８
時

30
分
～
17
時　

健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
広
瀬
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
１
月
21
日
㈭　

14
時
～
17
時

　

安
来
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー

●
１
月
22
日
㈮　

14
時
～
17
時

　

安
来
市
役
所
伯
太
庁
舎
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高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ

肺
炎
球
菌
感
染
症
定
期
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う

　

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
平
成
26
年

10
月
１
日
か
ら
定
期
予
防
接
種
（
国
が
推
奨
す
る
ワ
ク
チ
ン
）

に
な
り
ま
し
た
。

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

と
、
肺
炎
の
予
防
や
肺
炎
に
か
か
っ

て
も
軽
い
症
状
で
す
む
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

　

肺
炎
は
、
日
本
人
の
死
因
の
第
３

位
で
、
死
亡
者
の
95
％
以
上
は
65
歳

以
上
の
人
で
す
。
日
本
で
か
か
る
肺

炎
の
原
因
菌
と
し
て
最
も
多
い
の

は
、肺
炎
球
菌
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

平
成
27
年
度
の
接
種
対
象
者

①�

平
成
27
年
度
に
対
象
年
齢
と
な
る

人
（
対
象
者
に
個
人
通
知
し
て
い

ま
す
）
※
１
（
下
段
一
覧
表
参
照
）

②�

接
種
当
日
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満

の
人
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器

の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

に
、
日
常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ

れ
る
障
が
い
が
あ
る
人

接
種
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日
～
平
成
28
年

３
月
31
日
（
医
療
機
関
の
休
診
日
を

除
く
診
療
時
間
内
）

接
種
回
数

　

１
回

接
種
方
法

　

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
下
記
医

療
機
関
に
予
約
し
て
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

持
参
す
る
も
の

　

予
診
票
（
個
人
通
知
に
同
封
）、

健
康
保
険
証

自
己
負
担
額

　

３
０
０
０
円
（
医
療
機
関
等
の
窓

口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

　

生
活
保
護
世
帯
の
人
、
市
民
税
非

課
税
世
帯
（
世
帯
全
員
）
の
人
は
事

前
の
申
請
に
よ
り
自
己
負
担
金
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
は
、
接
種
期
間
中
、
い
き
い

き
健
康
課
（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）、

安
来
庁
舎
④
番
窓
口
、
伯
太
地
域
セ

ン
タ
ー
に
、
本
人
確
認
の
で
き
る
も

の
（
健
康
保
険
証
、運
転
免
許
証
等
）

と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

接
種
で
き
る
医
療
機
関

日
立
記
念
病
院
／
安
来
第
一
病
院
／

家
族
・
絆
の
吉
岡
医
院
／
渡
部
医
院

／
野
坂
医
院
／
吉
田
医
院
／
森
脇
医

院
／
麦
谷
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
金
藤

内
科
小
児
科
医
院
／
白
根
整
形
外
科

医
院
／
杉
原
医
院
・
杉
原
医
院
大
塚

分
院
／
杉
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
朝
山
医

院
／
河
村
医
院
／
安
来
市
立
病
院
／

安
来
市
医
師
会
病
院
／
村
上
医
院
・

村
上
医
院
安
田
出
張
所
／
常
松
医
院

井
尻
分
院
・
赤
屋
分
院
／
加
藤
医
院

／
千
原
医
院

そ
の
他

＊�

接
種
は
義
務
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

＊�

接
種
を
受
け
る
人
の
意
思

確
認
が
必
要
で
す
。

※１　接種対象年齢・生年月日

年齢 生年月日

65 歳 昭和25年４月２日～
昭和26年４月１日

70 歳 昭和20年４月２日～
昭和21年４月１日

75 歳 昭和15年４月２日～
昭和16年４月１日

80 歳 昭和10年４月２日～
昭和11年４月１日

85 歳 昭和５年４月２日～
昭和６年４月１日

90 歳 大正14年４月２日～
大正15年４月１日

95 歳 大正９年４月２日～
大正10年４月１日

100 歳 大正４年４月２日～
大正５年４月１日
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や
す
ぎ
の
水
道

　

安
来
市
は
、
前
回
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
上
水
道
事
業

（
１
施
設
）、
簡
易
水
道
事
業
（
９
施
設
）、
飲
料
水
供
給
施
設
（
５

施
設
）、
簡
易
給
水
施
設
（
２
施
設
）
の
計
17
施
設
を
運
営
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
簡
易
水
道
事
業
等
の
統
合
事
業
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
19
年
に
出
さ
れ
た
国
の
方
針

に
よ
り
、
今
後
の
安
定
し
た
事
業
運

営
を
図
る
た
め
、
平
成
28
年
度
末
ま

で
に
上
水
道
と
簡
易
水
道
を
統
合
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

安
来
市
に
お
い
て
も
統
合
計
画
を

策
定
し
、
各
施
設
の
統
合
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
統
合
事
業
は
、
伯
太

地
域
５
カ
所
、
広
瀬
地
域
２
カ
所
の

合
計
７
カ
所
の
取
水
場
・
浄
水
場
を

休
止
し
、
近
く
の
比
較
的
大
き
い
事

業
区
域
か
ら
、
新
た
に
設
置
す
る
連

絡
管
に
よ
り
送
水
す
る
も
の
で
、
維

持
管
理
費
の
節
減
を
図
り
ま
す
。

■ 

水
道
料
金
に
つ
い
て

　

現
在
の
水
道
料
金
は
、
平
成
９
年

に
改
定
し
、
以
後
17
年
間
改
定
し
て

い
ま
せ
ん
。
特
に
、
合
併
時
に
は
異

な
っ
て
い
た
料
金
体
系
を
、
旧
安
来

市
の
例
に
よ
り
上
水
道
、
簡
易
水
道

と
も
に
統
一
し
、
旧
広
瀬
・
伯
太
地

域
は
料
金
が
引
き
下
げ
に
な
り
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

現
行
の
料
金
は
、
一
般
的
な
家

庭
（
大
人
２
人
・
子
ど
も
２
人
の
４

人
家
族
、
水
道
口
径
13
㎜
で
１
カ
月

20
立
方
㍍
使
用
し
た
と
仮
定
）
で

２
６
８
８
円
（
税
込
み
）
と
な
り
ま

す
。
こ
の
料
金
は
、
島
根
県
内
８
市

の
中
で
２
番
目
に
安
い
料
金
で
す
。

■ 

課
題
に
つ
い
て

　

安
来
市
の
水
道
事
業
は
、
長
期
に

わ
た
り
料
金
改
定
を
行
わ
ず
健
全
経

営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
水
需
要
（
水

道
使
用
水
量
）
は
減
少
を
続
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昭
和
50
年
代
に
設
置

し
た
水
道
施
設
や
管
路
の
老
朽
化
な

ど
各
設
備
の
更
新
時
期
も
来
て
お

り
、
経
営
の
合
理
化
・
効
率
化
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

次
回
は
、
平
成
26
年
度
水
道
事
業

決
算
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

水
道
管
理
課　

℡
23-

２
０
２
０

安全、安心でおいしい水の安定的供給をめざして

簡易水道等統合後の送水イメージ

①安来市
上 

水 

道

簡 

易 

水 

道

⑨草　野

西　　谷

上十年畑

須　　谷

須　　山

大　　谷

清 水 掻

久　　根

⑩大　郷

飲
料
水
供
給
施
設

送水

送水

送水

送水

統合後、休止
する施設　　

②布　部

③比　田

④山　佐

⑤奥田原

⑥宇　波

⑦伯　太

⑧小　竹
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▲施設の老朽化が進む宮内水源地。

第２回



　
　

安
来
で
被
害
発
生
！

　

市
職
員
を
名
乗
る

還
付
金
詐さ

欺ぎ 

多
発
中

還
付
金
詐
欺
の
手
口

①
「
期
限
が
今
日
ま
で
」
な
ど
と
せ

か
し
、
冷
静
に
考
え
た
り
周
囲
に
相

談
し
た
り
す
る
余
裕
を
与
え
ま
せ
ん
。

②
振
り
込
む
場
所
に
は
、
警
戒
が
厳

し
い
金
融
機
関
で
は
な
く
、
コ
ン
ビ

ニ
や
駅
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
誘
導
す
る
傾
向
が

　

市
役
所
な
ど
の
公
的
機
関
の
職
員
を
名
乗
り
、
医
療
費
な
ど
の
還
付
金

が
あ
る
と
、
Ａ
Ｔ
Ｍ(

現
金
自
動
預
け
払
い
機)

へ
誘
導
し
て
送
金
さ
せ

る
「
還
付
金
詐
欺
」
の
電
話
が
多
発
し
て
い
ま
す
。 

８
月
に
は
市
内
の
女

性
が
狙
わ
れ
、
約
50
万
円
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。「
医
療
費
や
保
険

料
を
返
す
か
ら
…
」
と
い
わ
れ
た
ら
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

還
付
金
詐
欺
に
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に

●
お
金
に
関
す
る
電
話
は
疑
っ
て
、
家
族
や
市
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●�

市
役
所
な
ど
公
的
な
機
関
が
「
還
付
金
を
返
す
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。「
携
帯
電
話
を
持
っ
て

Ａ
Ｔ
Ｍ
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
で
す
。 

●�

一
度
支
払
っ
て
し
ま
う
と
、
お
金
を
取
り
戻
す
こ
と
は
極

　

め
て
困
難
で
す
。
不
審
に
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
市
民
相
談

　

室
や
警
察
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
犯
人
か
ら
の
電
話
は
、
ほ
と
ん
ど
が
番
号
非
通
知
で
か
か
っ
て
き
ま

す
。
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
非
通
知
の
着
信
拒
否
を
設

定
す
る
と
、
犯
人
か
ら
の
電
話
を
事
前
に
ブ
ロ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

　悪質商法や不当
請求などの消費者
トラブルについて、
専門員が相談に応
じています。疑問
やトラブルが起き
たときは、気軽に
ご相談ください。
■問い合わせ
市民相談室
（安来市消費生活
センター）
℡２３-３０６８

ひとりで悩まず
ご相談ください

れ
だ
まさ ない

！で

■
携
帯
電
話
■

　「
設
定
」・「
電
話
機
能
」
→
着
信
拒
否
画
面
で
「
非
通
知
着
信
」
／
「
通

　
知
不
可
」
→
О
Ｋ

■
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
■

　
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
　
設
定
→
通
話
設
定
→
通
話
詳
細
設
定
→
非
通
知

　
ア
イ
フ
ォ
ン
　
設
定
→
電
話
→
着
信
拒
否
設
定
→
非
通
知

※�

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
機
種
に
よ
っ
て
操
作
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
販
売
店
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
を
お
使
い
の
人
は
、
非
通
知
着
信
の
す
べ
て
の
拒
否
が

で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
販
売
店
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あなたのお金が狙われています

設定方法

被
害
事
例

　
８
月
５
日
13
時
40
分
頃
、
市
役
所
の
職
員
を
名
乗
る
男
か
ら
市
内
70
代
女

性
の
自
宅
に
電
話
が
あ
り
、「
保
険
料
の
還
付
金
が
あ
り
、
通
知
を
し
た
が

返
事
が
な
い
の
で
連
絡
を
し
た
。
今
日
中
に
手
続
き
す
れ
ば
間
に
合
う
。
手

続
き
は
銀
行
か
ら
連
絡
さ
せ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
銀
行
員
を
名
乗
る
男
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
還
付
金
の
振
り
込
み

手
続
き
を
す
る
か
ら
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
女
性
は
指

示
さ
れ
た
米
子
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
、
携
帯
電
話

で
指
示
を
受
け
、
相
手
の
口
座
に
約
50
万
円
を
振
り
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

あ
り
ま
す
。 

③
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は
還
付
金
の
手
続
き
を

し
て
い
る
よ
う
に
み

せ
か
け
、
言
葉
巧
み

に
お
金
を

振
り
込
ま

せ
ま
す
。

犯
人
か
ら
電
話
を
ブ
ロ
ッ
ク

「
詐
欺
電
話
　

最
初
か
ら
で
ん
わ
‼
」
作
戦
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　昨年７月に安来へ来てから２度目の夏を過ご
しました。日本の夏の感想・・・すごく暑い。
正確に表現すると「とても蒸し暑い」です。私
の出身地のユタ州ソルトレイクの気温は日本と
同じぐらいですが、空気が乾燥しているので体
感温度が全く違います。日傘があれば夏は外で
も快適に過ごせます。しかし、日本では汗だく
になり、外で過ごすことは難しいです。
　日本の夏といえばお祭りです。今年は、月の
輪まつりや母里の夏祭りに行きました。アメリ
カでは仲のよい家族やグループで集まることは

よくありますが、地域という大きなグループで
集まることは少ないように思います。地域の
人が集まって顔をあわせて楽しむ安来の文化
は、とてもすてきなことです。安来の夏祭りで
は、夜空に大きな花火がたくさん上がりました。
ユタ州では、独立記念日とニューイヤーパー
ティー（正月）以外に花火を上げることが法律
で禁止されています。毎週のように各地で上が
る花火は、安来の人のつながりを表しているよ
うな美しいものでした。

エンジョイ！

サミーの

ＡＬＴ（外国語指導助手）リレートーク今

月
の担当ＡＬ

Ｔ

夜空を彩る安来の花火

安来の皆さん
Nice to meet you!

コリン・マイケル・オルソンさん
　出身　アメリカ ・ ミネソタ州

　担当　一中、 市内幼稚園 

　私に声をかけることを恐れてはいけません。 背は高

いけど怖くありませんよ！ 

ダミアン・リンゼイ・ラスさん
　出身　アメリカ ・ヴァージニア州

　担当　広瀬地域の小中学校、 三中、 荒島小

　お互いに言語、 文化などを教え合い

ましょう。  

ドーン・マリー・ウィルチャウスキーさん
　出身　アメリカ ・ ワシントン州

　担当　一中、 二中、 宇賀荘小、 南小、 能義小、 飯梨小、 赤江小

　皆さんが親切にしてくれる安来に住んで本当によかっ

たです。 日本語を練習したいので、 日本語でも英語で

も気軽に声をかけてください ! 

　７月をもって２人のＡＬＴが退任
しました。カラムさん（右）は「島根
にいますので、見かけたら声をかけて
ください」、ソニアさんは「３年間あ
りがとうございました。またお会いし
ましょう」と市民へメッセージ。

８月に新たなＡＬＴ（外国語指導助手）３人が着任しました。

や　　　　す　　　　ぎ　　　　ライフ

任期満了のため２人のＡＬＴが退任

広報やすぎ　2015年10月

ダ
ミ
ア
ン
さ
ん

コ
リ
ン
さ
ん

ド
ー
ン
さ
ん
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操
法
県
大
会
・
炎
天
下
で
健
闘

　

８
月
９
日
、
益
田
市
で
開
催
さ
れ

た
島
根
県
消
防
操
法
大
会
に
安
来
市

の
消
防
団
が
出
場
し
ま
し
た
。
ポ
ン

プ
車
の
部
に
出
場
し
た
飯
梨
分
団
は

12
チ
ー
ム
中
９
位
、
小
型
ポ
ン
プ
の

部
に
出
場
し
た
赤
江
分
団
は
、19
チ
ー

ム
中
13
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
に
横
浜
市
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
安
来
女

性
消
防
隊
も
操
法
を
披
露
し
、
大
舞

台
で
も
臆
す
る
こ
と
な
く
堂
々
と
し

た
操
法
を
見
せ
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
は
、
普
段
は
職
業
を
持

ち
な
が
ら
も
災
害
時
に
は
「
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
精
神
に
基
づ
き
、
地
域
住
民
の

生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
安
来
市
消
防
団
で
は
随
時
、
団
員

の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
満
18
歳

以
上
の
人
で
あ
れ
ば
消
防
団
員
に
な

消
防
団
員
募
集
し
ま
す

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

尊
さ
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

期
間　
９
月
26
日
㈯
～
10
月
12
日
㈪
㈷

�
（
期
間
中
は
無
休
）

場
所　
布
部
交
流
セ
ン
タ
ー
、
安
来

市
加
納
美
術
館

入
館
料　
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　
平
和
の
つ
ど
い

日
時　
９
月
26
日
㈯

第
１
部
（
16
時
～
）
セ
レ
モ
ニ
ー
、

記
念
植
樹
、
小
学
生
の
朗
読
な
ど

第
２
部
（
17
時
30
分
～
）
あ
ん
ど
ん

１
０
０
０
灯
の
点
灯
式
ほ
か

   

平
和
祈
念
展

　

   

被
ば
く
資
料
・
入
野
忠
芳
・

                                  　

 

加
納
莞
蕾

　
原
爆
を
描
き
続
け
た
洋
画
家
・
入

野
忠
芳
の
絵
本
「
も
え
た
じ
ゃ
が
い

も
」
の
原
画
や
被
ば
く
資
料
、
ヒ
ロ

シ
マ
市
民
ら
が
描
い
た
原
爆
の
絵
を

展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
平
和
を
願
い

 

名
碗
を
愉
し
む
会  

コ
ス
モ
ス
茶
会

　
作
品
鑑
賞
の
後
、茶
室
「
如
水
庵
」

に
て
呈
茶
。
名
碗
を
手
に
と
っ
て
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時　
10
月
18
日
㈰
午
前
の
部
10
時

～
、
午
後
の
部
13
時
～

料
金　
２
５
０
０
円
（
入
館
料
・
季

節
の
お
菓
子
・
お
茶
代
含
む
）

申
込
期
限　
10
月
15
日
㈭

続
け
た
画
家
・

加
納
莞
蕾
の
足

跡
も
お
伝
え
し

ま
す
。　

　
作
品
を
通
し

て
、
戦
争
の
悲

惨
さ
、
平
和
の

■
問
い
合
わ
せ

　

消
防
総
務
課
℡
23-

３
４
１
０

安
来
市
平
和
の
つ
ど
い
事
業

　
 安来市加納美術館

からのお知らせ
　安来市加納美術館は世界平和を希求した
加納莞蕾の思いを伝える施設です。   
 所在地　広瀬町布部345-27
 開館時間 ９時～16時30分（入館16時まで）
 休館日　毎週火曜日（祝日は翌日休館）

℡0854-36-0880　FAX 0854-36-0881

消
防
団
の
活
動

平
常
時

・
火
災
か
ら
住
民
を
守
る
た
め
の
火

災
予
防
や
広
報
活
動

・
消
防
機
器
の
整
備
、
消
防
水
利
の
点

検
、
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
な
ど

災
害
時

・
火
災
時
の
消
火
活
動

・
豪
雨
、
高
潮
時
な
ど
の
水
防
活
動

・
住
民
の
救
護
、
避
難
誘
導
活
動

そ
の
他

・
年
報
酬
、
出
動
手
当
、
退
職
報
奨

金
な
ど
あ
り

広報やすぎ　2015年10月

県大会に出場し
た飯梨分団（左）
と女性消防隊（下）

「
も
え
た
じ
ゃ
が
い
も
」

入
野
忠
芳
作

人間国宝
荒川豊蔵
粉吹楓絵茶碗

加藤春鼎（２代）
黒引出し茶碗
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たうん

とぴっくす
身近な町の話題や
　　　　　出来事を紹介します

まちゼミの様
子。「子どもの
目線にカメラ
の高さを合わ
せるのがポイ
ント」とアド
バイス。

フェンシング長島選手が後輩を指導
　フェンシングのオリンピック指定強化選手に選ばれてい
る、広瀬町出身で法政大学３年の長島徳幸選手が帰省中の
８月９日、小・中学生時代に在籍した広瀬町フェンシング
クラブ（西村陽介代表）の練習に参加し後輩を指導しました。
　長島選手は、当日参加した14人に、「突くときにはひじ
をしっかり伸ばして」などとアドバイスしました。長島選
手と試合形式の練習で対戦した遠藤聡馬君（広瀬中３年）
は、「長島選手のファンデブ（突き）での伸びがすごかった。
見習いたい」と話しました。
　わかやま国体で島根県選手団の旗手を務めることが決
まった長島選手。全日本インカレでの優勝や
ワールドカップ出場など実績を重ねており、
次のオリンピック出場が期待されています。

「まちゼミ」を安来で初開催

▲後輩たちを指導する長島徳幸選手（写真左）。
10月から始まる次期シーズンで、「ワールド
カップなどに出場して実績を残し、オリン
ピックに出場したい」と抱負を語りました。

　安来商工会議所が主催し、今年の３月から準備を進めてきた
「まちゼミ（得する街のゼミナール）」が、９月２日から市内で
始まりました。
　まちゼミとは、個店の店主が講師となり、受講者に専門知識
やプロならではのコツなどを伝える少人数制のミニ講座です。
　９月８日にフォト文具いちかわ（広瀬町広瀬）で開催された
「ママの為のどんどん写したくなるベストショット講座」には、
２組の親子が参加。日ごろ使用しているデジタルカメラを使い、
子どもの撮影方法などを学びました。ゼミに参加した荒島町の
沖本真弓さんは、「参加して良かった。子どもの写真をたくさん
撮って残していきたい」と話しました。初めてゼミを開いた市
川さんは、「写真の撮り方など気軽に相談してほしい」と話しま
した。
　第１回まちゼミは９月30日までで、21の講座が開かれます。
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秘書課　℡ 23-3010

あんなこと、こんなこと
　地域の話題をお届けします。
皆さまからの情報も、
　　　　お待ちしています。

布部を照らす、あんどんの灯
あかり

　布部地区で夏まつりが８月23日に開催され、多く
の家族連れなどが訪れ、あんどんや打ち上げ花火、
仮装盆踊り大会など多彩な催しを楽しみました。
　昨年から始めた「一軒一灯」のあんどんづくりを
今年も実施。19時の点灯を前に、各自治会の役員ら
が、「平和への願い」をテーマに絵やメッセージなど
が思い思いに描かれた手作りあんどんを並べました。
今年は地区内の約240の各世帯や小学校、保育所、
サロンなどから寄せられた340のあんどんが町通り
にずらりと並び、やわらかなあかりが町中をほんの
りと照らしていました。
　夏まつりを主催した野島忠昭会長は、「年々人出が
減りつつあるが、今後も工夫して伝統のまつりを存
続させたい」と話しました。

都会の女性がいなかを体験
　東比田地区住民の絆を深め、地域の活性化につな
げようと８月22日と23日、「逢いあい東比田（安達
俊信実行委員長）」が交流センターなどで開催され、
参加者が東比田地区の一大イベントを楽しみました。
　東比田の魅力を五官で感じ、満喫してもらおうと
逢いあい東比田のプログラムの一つとして企画され
た「ｉｎａｋａ　ｉｎ　東比田体験ツアー」には、
大阪、京都、山口などから独身女性10人が参加。比
田地区の農家などを訪れ、切り花づくりや野菜の収
穫、バーベキューや比田踊りなどを地区住民らと体
験しました。
　京都から参加した北川真弓さんは、「のどかで緑豊
かないい場所。農業体験は小学校以来で貴重な体験
ができてよかった。また来たい」と話しました。

あんどんが並ぶ布部の
町通りの様子。

▶
上
廻
農
園
（
上
廻
達
矢
代

表
）
で
は
、
夕
食
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
の
食
材
と
な
る

シ
シ
ト
ウ
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー

マ
ン
、
ナ
ス
を
収
穫
。

▲ケイコフラワージャパン（小池隼己代表）で、ト
ルコギキョウなどで切り花づくりを体験。
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かっぱになって魚とり
　母里の伯太川でかっぱまつりが８月23日に開催さ
れ、親子連れなど約300人が参加しました。
　まつりは、子どもたちにふるさとの自然に親しみ、
身近な自然環境について考えてもらおうと地元の有
志が毎年開催しており、生き物探しや、ニジマスと
ウナギのつかみ取りなどを行いました。つかみ取り
に参加した子どもたちは、すばやく泳ぎ回るニジマ
スに悪戦苦闘しながらも、慣れてくると魚の通り道
を予測して両手を使い次々と捕まえていました。ニ
ジマスは河原で炭火焼にしてその場で食べました。
　子どもたちは、大きな歓声をあげ、地元の自然を
心行くまで楽しんでいました。

▲「捕れたよ、
ニジマス」。▲

生き物さがし。
きれいな水質
の伯太川では
多様な生物が
生息していま
した。

　鳥取大学医学部附属病院を安来市民にも身近に感じても
らおうと「とりだい病院安来メディカルセミナー」が８月
30日に広瀬で開かれ、約200人が聴講しました。主催した
同院は、高度な先端医療を持つ特定機能病院に指定され、
地域医療の最後の砦

とりで

として、広域で事業展開をしています。
　今回は、安来市立病院でも外来診療を担当する宗村千潮
先生が、慢性腎臓病（ＣＫＤ）についての講演をしました。
全国で1330万人の患者がいるといわれるＣＫＤは、進行
すると末期腎不全やさまざまな病気を引き起こします。宗
村先生は、予防・治療には、禁煙・減塩・肥満の改善など
生活習慣を改めることが重要とし、「高齢になるほど発病
する可能性が高い。早期発見のため、定期的に健診を受け
てほしい」と話しました。

腎臓病にご用心

▲

講演をする宗村先生。▲

満席となった広瀬中央
交流センター。

自治会野球、折坂町が頂点に
　昭和29年から続いている伝統の安来市自治会親善野
球大会が８月13日から15日、あらえっさスタジアムな
ど７会場で開催され、熱い戦いが繰り広げられました。
　今年の大会は、86チームが参加。初日には雨のため
一時中断する場面もありましたが、選手らは真剣勝負の
中にも「盆野球」を楽しみながら、親睦を深めていました。

●大会結果　優勝…折坂町、準優勝…東天神町、
　　　　　　第３位…宇賀荘町、吉佐町
●個人表彰　最優秀選手賞…杉原光さん（折坂町）、
　　　　　　敢闘賞…藤岡恭丘さん（東天
　　　　　　神町）、安部瑠磨さん（宇賀
　　　　　　荘町）、福田学さん（吉佐町）

▲決勝戦で東天神町を３対１で破り優勝した折
坂町チーム。３日間で６試合を勝ち抜き、優
勝旗を手にしました。
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book図書館からのお知らせ

「ザ・原発所長」
著　者   黒木亮
出版社   朝日新聞出版

　誰も、世に問えなかった巨
大津波にのみ込まれた「原子
力ムラ」の実像を“運命の男”
といわれた男の生涯を通し描
いています。

著　者   久邇邦昭
出版社   ＰＨＰ研究所

「少年皇族の見た戦争  宮家に生まれ
　一市民として生きた我が生涯」

　皇族であった
著者の軍国少年
時代から、一民
間人として生き
た戦後の現在ま
での軌跡をまと
めた回顧録。戦後 70 年の歩
みを著者の見てきた世界と日
本の視点から考えてみたい一
冊です。

「学校のぶたぶた」
著　者   矢崎存美
出版社   光文社文庫

　今回はぶたぶたさんが中学
校のスクールカウンセラーに
なり、生徒たちの悩みを解決
していきます。ぶたぶたさん
が活躍する、ユーモラス小説
シリーズの最新刊です。

　見た目は可愛
いぶたのぬいぐ
るみ。だけど中
身は中年のおじ
さん !?

その他の新着図書情報は
安来　図書館情報　検索

■問い合わせ
安来市立図書館…℡ 22-2574
ひろせ図書室……℡ 32-4455
はくた図書室……℡ 37-0050

　近くの図書館（室）に借りた
い本がない場合、他の図書館

（室）から取り寄せができます。
詳しくは、図書館（室）へお問
い合わせください。

閉館時間が変わります
　10 月から平日の閉館時間が
変わります。

●安来市立図書館
　期間　10月１日㈭～
　　　　平成28年３月31日㈭
　閉館時間　19時

　（９月30日までは20時）

楽しい「お話」たくさんのせて

日　時　10 月 24 日㈯
　　　　10 時 ～ 11 時５分
場　所　安来市立図書館
内　容　絵本自由閲覧、おはなし会
　　　※お子さんには、おみやげがあります。

本と遊ぼう　全国訪問おはなし隊の キャラバンカー
夢への誘

いざな

いコンサート

　揚
よう

琴
きん

と絵の夕べ
　清らかで明るい音色
と美しい絵をお楽しみ
ください。

揚琴…打楽器の一種で西方か
ら伝わった中国の伝統
楽器。

その他　申し込み不要

日　時　10月25日㈰ 17時30分～ 18時30分
場　所　安来市立図書館 1 階
演奏者　瀬古喜代栄さん（松江市在住）

「ことだま」

　野球をしている人だけでな
く、誰でも読めば心が熱くな
る名言集です。イチロー、王
貞治、野茂英雄他50名の名選
手、名指導者が贈る“読むノッ
ク”。ぜひ受けてみてください。

著　者   「野球太郎」編集部
　　　　　　　＋石井孝編
出版社    集英社

　500冊以上の絵本や紙芝居をのせてキャラバンカーが
やってきます。好きな本を選んで本と遊びましょう。お
はなし会も開催します。

「君たちには話そう
　かくされた戦争の歴史」

　陸軍登
のぼり

戸
と
研

究所。戦時中、
秘密の研究所と
して使われて
いたこの研究
所を、高校生が調査しました。
自分の町に残る戦争の痕跡を
調べ、事実を知った時、彼ら
は何を思ったのだろう。中高
生に読んでほしい一冊。

著　者   いしいゆみ
出版社   くもん出版

「お賽
さい

銭はいくらが
いいのか？」

　松江市の白潟
天満宮権

ごん

禰
ね

宜
ぎ

が
書いた経営と会
計の本です。
　「物語」と「解説」の二部構
成になっており、会計に苦手
意識がある人にお薦めです。

著　者   長谷川浩之
出版社   クロスメディア・
　　　   パブリシング

揚
琴
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
国
保
の
保
険
証
）
の
更
新

　
保
険
年
金
課

　
℡
23-

３
０
８
７

　
現
在
お
持
ち
の
国
保
の
保
険

証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
27
年
９

月
30
日
で
す
。
10
月
１
日
か
ら
お

使
い
い
た
だ
く
新
し
い
保
険
証

を
、
次
の
と
お
り
送
付
し
ま
す
。

送
付
時
期
と
方
法　
９
月
末
ま

で
に
世
帯
主
宛
に
加
入
者
全
員

分
の
保
険
証
を
一
括
し
、
特
定

記
録
郵
便
に
よ
り
お
届
け
し
ま

す
。（
郵
便
受
箱
に
配
達
す
る
ま

で
の
記
録
を
残
す
も
の
で
、
受

領
時
の
署
名
な
ど
は
不
要
で
す
）

そ
の
他　
▽
現
在
お
持
ち
の
国

行　

政

保
の
保
険
証
（
有
効
期
限
が
平

成
27
年
９
月
30
日
の
も
の
）
は
、

10
月
１
日
以
降
裁
断
な
ど
に
よ

り
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
国
保
以
外
の
健
康
保
険
に
加

入
し
た
人
は
、
国
保
の
保
険
証

は
使
え
ま
せ
ん
。
新
し
い
保
険

証
と
国
保
の
保
険
証
を
お
持
ち

の
上
、
必
ず
国
保
の
資
格
喪
失

の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
開
催

　
　
環
境
政
策
課

　
　
℡
23-
３
０
９
８

　
獣
医
師
が
講
師
と
な
り
、
イ

ヌ
の
病
気
や
習
性
な
ど
に
つ
い

て
の
講
義
や
、
訓
練
士
か
ら
イ

ヌ
の
基
本
的
な
し
つ
け
方
を
学

び
ま
す
。

日
時　
10
月
18
日
㈰
９
時
～
11

時
45
分（
８
時
45
分
受
付
開
始
）

場
所　
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
イ
ヌ
の
入
室
は
で
き
ま

せ
ん
。
講
義
中
は
家
族
な
ど
が

屋
外
で
イ
ヌ
に
連
れ
添
い
待
機

し
て
く
だ
さ
い
）

申
込
方
法　
環
境
政
策
課
に
電

話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。　

※
講
義
ま
た
は
訓
練
の
み
を
希

望
す
る
人
は
、
申
込
の
際
に
そ

の
旨
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
10
月
16
日
㈮
17
時

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

※
く
わ
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

就
学
時
健
康
診
断
の
実
施

教
育
総
務
課
℡
23-

３
２
３
０

（
９
月
18
日
ま
で
℡
23-

３
３
１
０
）

　
平
成
28
年
度
、
小
学
校
に
入

学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
実
施

し
ま
す
。

　
対
象
の
家
庭
に
は
、
９
月
下

旬
に
文
書
を
送
付
し
ま
す
。

全
国
都
市
交
通
特
性
調
査
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

　
調
査
実
施
本
部

℡
０
１
２
０-

０
０
４-

８
４
６

　
国
土
交
通
省
で
は
全
国
の
都

市
交
通
の
特
性
や
経
年
変
化
を

把
握
す
る
た
め
、
人
の
動
き
に

関
す
る
交
通
実
態
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
市
内
か
ら
無
作
為
に

抽
出
し
た
ご
家
庭
へ
、
10
～
11
月

ご
ろ
に
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
主
体　
国
土
交
通
省
中
国

地
方
整
備
局
広
域
計
画
課

里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
島
根
県
里
親
会
事
務
局

℡
０
８
５
２-

21-

３
１
６
８

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、

家
族
と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い

ま
す
。
里
親
と
は
、
こ
う
し
た

子
ど
も
た
ち
を
自
分
の
家
に
迎

え
入
れ
、
家
庭
的
な
環
境
の
中

で
愛
情
を
込
め
て
養
育
す
る
人

で
す
。

　
子
ど
も
が
好
き
で
真
心
を
込

め
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
研

修
を
受
講
す
る
な
ど
の
条
件
は

あ
り
ま
す
が
、
特
別
な
資
格
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

長
期
の
養
育
だ
け
で
な
く
、

１
泊
２
日
、
１
週
間
、
１
カ
月

間
な
ど
短
期
間
の
養
育
を
し
て

く
だ
さ
る
人
も
募
集
し
て
い
ま

す
。
里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る

人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
間 

９
月
21
日
㈪ 

㈷
～
30
日
㈬

運動の重点
1. 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗
　用中の交通事故防止
　　反射材用品などの着用の推進、
　　自転車前照灯の点灯の徹底
2. 後部座席を含めた全ての座席のシー
　トベルト・チャイルドシートの正し
　い着用の徹底
3. 飲酒運転の根絶

 　ハンドルキーパー運動など

ハンドルキーパー運動
仲間と飲食店に自動車で行く際、お酒を飲まない人（ハン
ドルキーパー）を決めて飲酒運転の根絶を目指す運動
　　
　　　　市民参画課　℡２３- ３０６９

ひとりひとりが交通ルールとマナーを守り、交通事故の防
止に努めましょう。

秋の交通安全運動

問

問問問

問

申
問
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ど※
昭
和
20
年
９
月
24
日
～
昭
和

28
年
８
月
31
日
に
外
地
か
ら
永

住
の
目
的
で
引
揚
げ
ら
れ
た
人

が
持
ち
帰
っ
た
通
貨
・
証
券
な

ど
の
う
ち
、
認
め
ら
れ
た
限
度

額
を
超
え
た
も
の
を
連
合
国
軍

総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
指
示

や
国
内
法
令
に
基
づ
い
て
税
関

が
預
か
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
返
還
の
申
し
出
は
、
ご
家
族

で
も
可
能
で
す
。
お
心
あ
た
り

の
あ
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
境
税
関
支
署

℡
０
８
５
９-

42-

２
２
２
８

　
税
関
で
は
、
終
戦
当
時
に
引

揚
者
か
ら
お
預
か
り
し
た
通

貨
、
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て

い
ま
す
。

返
還
す
る
も
の　
▽
終
戦
後
、

外
地
か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら
れ
た

人
が
上
陸
港
の
税
関
・
海
運
局

に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な

ど▽
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
総

領
事
館
、
日
本
人
自
治
会
な
ど

に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な

　
が
ん
専
門
相
談
員
が
お
話
を

伺
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩

み
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

場
所　
島
根
大
学
医
学
部
附
属

病
院
外
来
中
央
診
療
棟
３
階

（
出
雲
市
塩
治
町
）

開
設
日
時　
平
日
９
時
～
17
時

そ
の
他　
▽
面
談
、電
話
ど
ち
ら

で
も
お
受
け
し
ま
す　
▽
相
談

無
料　
▽
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
厳
守

終
戦
当
時
の
引
揚
者
・
そ
の
ご

家
族
の
皆
さ
ん
に
通
貨
・
証
券

な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す

安来市の土砂災害特別警戒区域

　　調査結果を公表します
　島根県では、土砂災害が発生した場合、建築物に損
壊が生じ住民の生命または身体に著しい危害が生ずる
おそれがある地域（土砂災害特別警戒区域＝レッド
ゾーン）の調査を行いました。この度、市全域の基礎
調査が完了しましたので、調査結果を公表します。

■調査結果が縦覧できます
　今回の調査結果を台帳で確認することができます。
期間　10月13日㈫～12月28日㈪（土・日・祝日を除く）
場所　市内の各　（※開館時間はご確認ください）

■説明会を開催します
　県の担当者が調査結果について説明します。申し込み
は不要ですので、ご都合のつく会場にお越しください。

日時 場所
　10月26日㈪19時～ 比田
　10月29日㈭19時～ 赤屋
　11月 ４日㈬19時～ 布部
　11月 ６日㈮19時～ 伯太中央　（わかさ会館）
　11月 ９日㈪19時～ 山佐
　11月 12日㈭19時～ 広瀬中央
　11月 16日㈪19時～ 安来中央
　11月 19日㈭19時～ 安来中央

　危機管理課　℡ 23-3171

平成27年度
安来市総合防災訓練

　市や関係機関並びに自主防
災組織の訓練。会場では特殊
車両の展示などもあります。

　近隣にお住まいの皆さんにはご迷惑をおかけいた
しますが、訓練へのご理解ご協力をお願いします。
また、当日は、周辺道路の一部通行規制を行います。
あわせてご協力をお願いします。

　危機管理課　℡ 23-3171

島
根
県
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

相
談
会
～
が
ん
治
療
を
経
験
し

た
仲
間
と
話
し
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
～

　
　
安
来
第
一
病
院
地
域
連
携

室
℡
０
８
５
４-
22-

３
４
９
５

　
が
ん
の
治
療
体
験
者
で
あ
る

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
自
ら
の

体
験
を
活
か
し
“
同
じ
立
場
”

で
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

対
象　
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族

日
時　
10
月
24
日
㈯
13
時
～
15

時場
所　
社
会
医
療
法
人
昌
林
会

安
来
第
一
病
院
新
館

共
催　
国
立
大
学
法
人
島
根
大

学そ
の
他　
▽
相
談
無
料　
▽
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
厳
守

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
が

ん
患
者
・
家
族
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す

　
　
が
ん
患
者
・
家
族
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
３-

20-

２
５
１
８

伯太で開催します！

問

問

問

申
問

申
問

交

交

交

交

交

交

交

交

交

庁
　日時　10月3日㈯13時30分～16時30分

　  場所　安来市役所伯太　とその周辺

日頃から災害に備えましょう

広報やすぎ　2015年10月

庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター
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ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。

受
講
料　

保
安
協
会
会
員
…

１
１
２
８
０
円
、
会
員
外
…

１
３
２
８
０
円（
テ
キ
ス
ト
代・

送
料
を
含
む
）

受
付
期
限　
講
習
日
の
一
週
間

前
ま
で

そ
の
他　
▽
受
講
料
も
一
週
間

前
ま
で　
▽
申
請
書
は
、
消
防

本
部
、
広
瀬
・
伯
太
各
分
署
、

比
田
分
駐
所
に
設
置
。

消
防
設
備
士
試
験
（
甲・乙
種
）

　
　
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
島
根
県
支
部

　
℡
０
８
５
２-

27-

５
８
１
９

応
募
期
間　
10
月
13
日
㈫
～
10

月
27
日
㈫
（
電
子
申
請
は
10
月

24
日
㈯
ま
で
）

試
験
日　
12
月
13
日
㈰

試
験
会
場　
松
江
市

平
成
27
年
度
狩
猟
免
許
試
験

　
　
島
根
県
東
部
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー

　
℡
０
８
５
２-

32-

５
６
６
４

日
時
・
場
所　
10
月
４
日
㈰
９

時
～
、
出
雲
合
同　

 （
出
雲
市

大
津
町
）

申
込
方
法　
申
請
書
を
試
験
日

10
日
前
ま
で
に
提
出
。

提
出
先　
島
根
県
鳥
獣
対
策
室

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
遠
足

　
　
福
祉
課
℡
23-

３
２
４
８

　
ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
に
一

日
遠
足
を
実
施
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親

家
庭

日
時　
12
月
６
日
㈰
９
時
～
16
時

内
容　
▽
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
体

験
（
出
雲
市
・
湖
遊
館
）　

▽

勾ま
が
た
ま玉

づ
く
り
体
験
（
松
江
市
・

い
ず
も
ま
が
た
ま
の
里
伝
承

館
）。
※
昼
食
付

参
加
費　
千
円
程
度（
た
だ
し
、

安
来
市
母
子
会
会
員
は
無
料
。

当
日
入
会
で
き
ま
す
。
年
会
費

５
０
０
円
）。

申
込
期
限　
11
月
10
日
㈫

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

主
催　
安
来
市
母
子
会

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

会
（
乙
種
第
４
類
）

　
　
島
根
県
危
険
物
保
安
協
会

連
合
会　

℡
０
８
５
２-
22-
７
２
０
２

期
日　
10
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

場
所　
テ
ク
ノ
ア
ー
ク
し
ま
ね

（
松
江
市
北
陵
町
）

対
象　
乙
種
第
４
類
を
受
験
す

る
人

申
請
方
法　
申
請
書
に
所
定
事

項
を
記
入
し
、
連
合
会
ま
で
郵
送

建
退
共
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
建
設

業
で
働
く
人
の
退
職

金
制
度
で
す
。

　
建
退
共
島
根
県
支
部

　
℡
０
８
５
２-

21-

９
０
０
４

　
建
退
共
制
度
は
、
事
業
主
が

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ

て
掛
金
を
か
け
て
、
そ
の
労
働

者
が
建
設
業
界
で
働
く
の
を
や

め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職

金
を
支
払
う
、
業
界
全
体
で
取

り
組
む
退
職
金
制
度
で
す
。

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確

　
実
で
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り

　
ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、
個

　
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱

　
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税

　
と
な
り
ま
す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職

　
金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計

　
算
さ
れ
ま
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主　
建
設
業

を
営
む
人

対
象
と
な
る
労
働
者　
建
設
業

の
現
場
で
働
く
人

掛
金　
日
額
３
１
０
円

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
建
退
共
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

介
護
マ
ー
ク
を
見
か
け
た
ら

温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い

　
認
知
症
の
人
な
ど
の
介
護

は
、
周
囲
の
人
か
ら
見
る
と

介
護
を
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
に
く
い
た
め
、
誤
解
や

偏
見
を
持
た
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
「
介
護
マ
ー
ク
」
は
、
こ

う
し
た
介
護
者
の
悩
み
を
解

消
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も

の
で
す
。
マ
ー
ク
を
身
に
着

介
護
マ
ー
ク
を
交
付
し
て
い
ま
す

　
高
齢
者
を
支
え
て
い
く
た
め
、介
護
マ
ー
ク
を
活
用
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
場
面
で
役
に
立
ち
ま
す

●
介
護
者
が
、
女
性
用
の
下
着
な
ど
の
買
い
物
を
す
る
と
き

●
ト
イ
レ
の
付
き
添
い
を
す
る
と
き
な
ど

　
介
護
マ
ー
ク
は
、
次
の
窓
口
で
交
付
し
て
い
ま
す

　
※
交
付
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　
・
市
役
所
…
市
民
課
④
窓
口
（
安
来　
）

　
　
　
　
　
　
介
護
保
険
課
（　
）

　
　
　
　
　
　
伯
太　

 （
伯
太　
）

  

・
安
来
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
広
瀬
支
所
内
）

　
　
　
介
護
保
険
課　
℡
23-

３
２
２
６

介護マーク

け
て
お
く
こ
と
で
、
介
護
中
で
あ
る
こ
と
が
周
囲
の
人
に
伝
わ

る
仕
組
み
で
す
。
外
出
中
に
こ
の
マ
ー
ク
を
み
か
け
た
場
合
、

温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

問

問

申 申
問 問

申 申
問 問

庁

庁

庁

健

地
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乳
幼
児
健
診

　
子
ど
も
未
来
課

　
℡
23-
３
２
２
２

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
10
月
１
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象　
平
成
27
年
５
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

申
込
期
限　
10
月
２
日
㈮

●
ご
っ
く
ん
教
室
、
か
み
か
み

教
室

対
象　
生
後
５
カ
月
～
６
カ
月

児
、
生
後
９
カ
月
～
11
カ
月
児

日
時　
10
月
20
日
㈫　
▽
生
後

５
～
６
カ
月
児
…
９
時
45
分
～

10
時　
▽
生
後
９
～
11
カ
月
児

…
13
時
30
分
～
13
時
45
分

場
所　

申
込
期
限　
10
月
16
日
㈮

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」（
４
か

月
児
健
診
時
に
配
布
）、
参
加
費

１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。
歯
ブ

ラ
シ
（
ぱ
く
ぱ
く
教
室
の
み
）。

日
時　
10
月
14
日
㈬
13
時
15
分

～
13
時
45
分
（
受
付
時
間
）

場
所　

対
象　
平
成
27
年
４
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

　
　

子
ど
も
未
来
課

　
　

℡
23-

３
２
２
２

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●
ぱ
く
ぱ
く
教
室

対
象　
生
後
12
カ
月
～
24
カ
月
児

日
時
・
場
所　
10
月
６
日
㈫
９

時
45
分
～
10
時
、

ン
ケ
ー
ト
。

●
９
か
月
児
相
談
会

日
時
・
場
所　
10
月
１
日
㈭
９

時
～
９
時
45
分
、

対
象　
平
成
26
年
12
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
。

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
10
月
22
日
㈭
９

時
～
９
時
45
分
、

対
象　
平
成
26
年
３
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン

ケ
ー
ト
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所　
10
月
22
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象　
平
成
24
年
７
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
歯
ブ
ラ
シ
、
当
日

朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

●�臓器や骨髄などの移植医療は、医療者と患者
さんだけでなく、第三者の善意による提供か
ら成り立っています。

●�臓器などを「提供したい」「提供したくない」
は、どちらも一人一人の平等で大切な意思で
す。自分の気持ち、大切な家族の気持ちを、
この機会にご家族の皆さんでお話ししてみま
しょう。

●�臓器提供の意思表示は、臓器提供意思表示
カード、運転免許証・健康保険証の裏面の意
思表示欄に記入することができます。

マスコットキャラクター

　まごころば

10月は、「骨髄バンク推進月間」
「臓器移植普及推進月間」
10月10日は、「目の愛護デー」

保　

健

受けていますか？特定健診
～１年に１度は必ず健診を受けましょう～

●４０歳以上７５歳未満の被保険者、被扶養者の人
　すべてが対象です

検
　
査
　
項
　
目

　基本的な健診（必須項目）
■問診　■理学的検査　■身体測定　
■腹囲測定　■血圧測定　■脂質検査
■血糖検査　■肝機能検査　■腎機能検査
　詳細な健診（医師が必要と判断した人）
■貧血検査　■心電図検査　■眼底検査

詳しくは、島根県保険者協議会事務局：島根県国民健康
保険団体連合会 http://www.shimane-kokuho.or.jp/ まで 

　保険年金課　℡２３- ３０８４

　特定健診は、生活習慣病の前段階であるメタボリッ
クシンドロームを発見するために、加入している医療
保険者によって年１回実施されるものです。腹囲の測
定などにより、メタボリックシンドロームの該当者と
その予備群となる人を早期に発見し、改善指導を行う
ことを目的としています。
　国保の加入者は保険年金課に、被用者保険の加入者
はその保険証を発行する保険者にお問い合わせくださ
い。通院中の人も対象となりますので、自らの健康の
ために特定健診を受けましょう。

　　　　しまねまごころバンク　
　　　℡０８５３-２２-２５５６

問

問

問

問

申
問

健

健

健

健

健

伯

伯
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター
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つ
ど
い
の
広
場
行
事

申　
や
す
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
℡
23-

７
０
５
０　

●
小
児
科
の
先
生
に
聞
い
て
み

よ
う
！
（
要
申
込・託
児
あ
り
）

　
予
防
注
射
や
病
気
の
対
処
法

な
ど
普
段
聞
け
な
い
こ
と
を
聞

い
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所　
10
月
28
日
㈬
13

時
30
分
～
15
時
、
つ
ど
い
の
広

場
（
親
子　
内
）

●
お
そ
と
で
遊
ぼ
っ
＆
お
話
会

　
つ
ど
い
の
広
場
の
砂
場
や
園

庭
で
親
子
一
緒
に
遊
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
専
門
家
を
お
招
き
し

て「
お
話
会
」も
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所　
10
月
15
日
㈭
10

時
～
12
時
、
つ
ど
い
の
広
場

講
師　
中
田
朋
子
氏(

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
し
ま
ね
子
ど
も
セ
ン
タ
ー)

持
ち
物　
飲
み
物
、
着
替
え
、

タ
オ
ル
、
帽
子
な
ど
外
遊
び
に

必
要
な
も
の

締
切
日　
10
月
９
日
㈮

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

　
　
子
ど
も
未
来
課

　
　
℡
23-

３
２
２
２

●
子
育
て
支
援
講
座
「
保
育
所
、

幼
稚
園
、
こ
ど
も
園
っ
て
ど
ん

な
と
こ
ろ
？
」（
要
申
込
）

　
こ
れ
か
ら
保
育
所
、
幼
稚
園
、

認
定
こ
ど
も
園
に
子
ど
も
を
通

わ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
保
護

者
を
対
象
に
、
入
所
・
入
園
に

関
す
る
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

日
時
・
場
所　
10
月
26
日
㈪
10

時
30
分
～
12
時
、

●
子
育
て
お
話
会
「
親
に
で
き

る
こ
と
は
…
」（
要
申
込
・
託

児
あ
り
）

　
「
命
の
大
切
さ
」「
生
き
る
こ

と
」「
人
と
の
つ
な
が
り
」
な

ど
心
に
染
み
入
る
お
話
し
で

す
。

日
時
・
場
所　
10
月
30
日
㈮
10

時
30
時
～
12
時
、

講
師　
中
村
清
志
氏
（
元
県
立

松
江
東
高
等
学
校
校
長
）

栄
養
相
談
（
無
料
・
要
予
約
）

　
　
い
き
い
き
健
康
課

　
　
℡
23-

３
２
２
０　

　
食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
に

つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
専
門

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
市
民
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所　

▽
10
月
20
日
㈫
９
時
30
分
～
16

時
、 
安
来
中
央

▽
10
月
27
日
㈫
９
時
～
12
時
、

が
ん
検
診(

要
予
約)

　
い
き
い
き
健
康
課

　
℡
23-

３
２
２
０

日
時
・
場
所　
▽
10

月
10
日
㈯
９
時
～
11
時
・
ウ
ェ

ル
ネ
ス
安
来
店　
▽
10
月
16
日

㈮
９
時
30
分
～
11
時
30
分
、
12

時
30
分
～
14
時
30
分
、
Ｊ
Ａ
し

ま
ね
赤
江
支
店　

求
職
者
を
対
象
と
し
た
職
業
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
（
無
料
）

　
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

℡
０
８
５
２-

31-

２
３
０
９

　
求
職
者
を
対
象
に
、
地
域
企

業
の
人
材
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
職

業
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
就

職
に
必
要
な
実
践
的
技
能
・
知

識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
12
月
の
募
集
内
容

コ
ー
ス　
▽
電
気
設
備
技
術
科

▽
ビ
ル
管
理
技
術
科　
▽
実
践

機
械
加
工
科（
若
年
者
コ
ー
ス
）

訓
練
期
間　
12
月
１
日
㈫
～
平

成
28
年
５
月
30
日
㈪

募
集
期
間　
10
月
１
日
㈭
～
11

月
５
日
㈭

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 教

室
・
講
座

　結核は結核菌によって、主
に肺に炎症を起こす病気で
す。結核は、過去の病気では
なく、現代でも重大な感染症
のひとつです。島根県では毎
年新たに発病する人があり、
その約70％が70歳以上の人
です。

■定期的な検診と早めの受診が大切です
　年に１度は結核検診を受けましょう。また結
核の症状であるせきやたんが続く場合には、早
めに医療機関の受診をお勧めします。
●平成27年度結核検診（対象者は無料です）
検診方法　検診車での胸部エックス線撮影　　
対象　65歳以上の人（平成28年３月31日まで
に65歳になる人も含む）。ただし、すでに集団
がん検診等で肺がん・結核検診を受けた人は受
診の必要はありません。　　

日　　　程
10月  6日㈫　布部地区、比田地区
10月  7日㈬　山佐地区、広瀬地区、飯梨地区
10月  8日㈭　社日地区、十神地区
10月  9日㈮　赤江地区、荒島地区
10月19日㈪　島田地区、宇賀荘地区、能義地区
10月20日㈫　安田地区、母里地区、井尻地区
10月21日㈬　赤屋地区、大塚地区

※�当日は、検診車が各地区内３～８箇所を訪れます。
場所や時間などの詳細は、広報紙とは別に配布する
結核検診のお知らせをご覧いただくか、直接お問い
合わせください。

　　  いきいき健康課　℡２３- ３２８６

10 月に各地区を検診車が巡回します

　　　結核検診を受けましょう

問

問申
問

申
問

申
問

申
問

健健

健

交

交

広報やすぎ　2015年10月28



安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　
℡
23-

１
７
５
０

　
い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

　
ち
ょっ
と
聞
き
た
い
小
さ
な
疑

問
の
解
決
方
法
を
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時　
10
月
５
日
㈪・19
日
㈪・

26
日
㈪
10
時
～
12
時

受
講
料　
５
０
０
円
。

そ
の
他　
▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

そ
の
他　
▽
定
員
15
人　
▽
要

申
込　
▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不

要
。

②
エ
ク
セ
ル
初
級
コ
ー
ス

日
時　
10
月
22
日
㈭・23
日
㈮・

27
日
㈫
・
28
日
㈬
（
４
日
間
）

９
時
30
分
～
12
時
30
分

受
講
料　
５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）。

そ
の
他　
▽
定
員
15
人　
▽
要

申
込　
▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不

要　

▽
一
人
で
入
力
で
き
る
人

が
対
象
。

③
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

　
職
場
や
趣
味
の
仲
間
等
と
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な

ど
の
12
時
間
コ
ー
ス
。

受
講
料　
一
人
５
０
０
０
円（
テ

キ
ス
ト
代
別
途
）

そ
の
他　
日
時
、
人
数
、
講
習

内
容
は
要
相
談　
▽
パ
ソ
コ
ン

の
持
込
不
要
。

心
の
健
康
相
談（
無
料・要
申
込
）

　
　

松
江
保
健
所

　

℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
６

　　
・
福
祉
課
℡
23-

３
２
１
６

　
心
の
病
気
や
悩
み
、
飲
酒
問

題
、
も
の
忘
れ
な
ど
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
・
場
所　
10
月
１
日
㈭
・

14
日
㈬
・
27
日
㈫
13
時
30
分
～

15
時
30
分
、
松
江
保
健
所

※
前
日
ま
で
に
要
予
約

決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

日
時　
10
月
25
日
㈰
10
時
～
15
時

場
所　
く
に
び
き
メ
ッ
セ

そ
の
他　
▽
秘
密
厳
守　
▽
労

働
者
・
事
業
主
ど
ち
ら
か
ら
の

相
談
も
受
け
付
け
ま
す　
▽
予

約
優
先
で
す
が
当
日
受
付
も
し

ま
す
。

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談　
▽
９
時
～
16
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談　
▽

９
時
～
12
時　
▽
市
民
相
談
室

℡
23-

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所　
▽
９
時
30

分
～
12
時　
▽
人
権
施
策
推
進

課
℡
23-

３
０
９
５

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会

（
要
予
約
）
▽
13
時
～
16
時　

▽
サ
ポ
ス
テ
松
江
℡
０
８
５
２

-

33-

７
７
１
０

縁
結
び
相
談｢

は
ぴ
こ
交
流
サ

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料　
一
回
３
０
０
０
円
。

そ
の
他　
▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い　
▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●
パ
ソ
コ
ン
教
室

①
パ
ソ
コ
ン
入
門
夜
間
コ
ー
ス

日
時　
10
月
23
日
㈮
～
11
月
13

日
㈮
の
火
・
金
曜
日
（
６
日
間

※
11
月
３
日
を
除
く
）
17
時
30

分
～
19
時
30
分

受
講
料　
５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）。

相　

談

ロ
ン｣

※
月
２
回　

▽
10
時
～
12
時　
▽

定
住
企
画
課
℡
23-

３
０
５
９

行
政
相
談
所　

　

島
根
県
行
政
評
価
事
務
所

　

℡
０
８
５
２-

21-

３
６
３
０

　

10
月
19
日
㈪
～
25
日
㈰
は
行

政
相
談
週
間
で
す
。

開
催
日　
▽
10
月
９
日
㈮
広
瀬

10
月
１
日
は
法
の
日
で
す
。
法

の
大
切
さ
を
認
識
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
無
料
相
談
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

　
　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
℡
０
１
２
０-

１
１
４-

２
３
４

　
相
続
、
遺
言
、
不
動
産
売
買
、

名
義
変
更
登
記
、
お
金
の
貸
し

借
り
、
借
金
、
悪
質
商
法
、
会

社
登
記
、
裁
判
、
成
年
後
見
等

高
齢
者
の
財
産
管
理
な
ど
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
安
来
会
場

日
時
・
場
所　
10
月
１
日
㈭
14

時
～
17
時
、
安
来
中
央

●
松
江
会
場

日
時
・
場
所　
10
月
17
日
㈯
13

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー　
▽
10
月

14
日
㈬
安
来
中
央　
　
▽
10
月

21
日
㈬
伯
太
中
央　

時
間　
い
ず
れ
も
９
時
～
12
時

合
同
労
働
相
談
会

（
無
料
・
要
予
約
）

　
　
島
根
県
労
働
委
員
会

　
℡
０
８
５
２-

22-

５
４
５
０

　
「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
突
然
解
雇
」「
賃

金
不
払
」
な
ど
、
労
働
者
と
事

業
主
と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解

申
問

申
問

申

申 問

問

問

時
～
17
時
、
島
根
県
司
法
書
士

会
館
（
松
江
市
南
田
町
）

そ
の
他　
予
約
優
先
（
予
約
は

平
日
12
時
30
分
～
15
時
30
分
）

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談

所
（
無
料
・
要
予
約
）

　
　
松
江
地
方
法
務
局
総
務
課

℡
０
８
５
２-

32-

４
２
０
０

日
時
・
場
所　
10
月
４
日
㈰
10

時
～
16
時
、
松
江
テ
ル
サ
（
松

江
市
朝
日
町
）

内
容　
相
続
、
贈
与
、
売
買
な

ど
の
登
記
や
会
社
設
立
、
土
地

の
境
界
問
題
、
家
庭
内
の
も
め

ご
と
、
人
権
問
題
な
ど
。

そ
の
他　
▽
相
談
は
法
務
局
職

員
、
公
証
人
が
応
じ
ま
す　
▽

秘
密
厳
守　

申
問

交

交交
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

29



米
子
駐
屯
地
創
設
65
周
年
記
念

行
事

　
米
子
駐
屯
地
広
報
室

　
℡
０
８
５
９-

29-

２
１
６
１

日
時
・
場
所　
10
月
10
日
㈯
９

時
～
15
時
、
米
子
駐
屯
地
（
米

子
市
両
三
柳
）

内
容　
行
進
、
訓
練
展
示
、
野

外
売
店・野
だ
て
、こ
ど
も
広
場
、

装
備
品
展
示
、
自
衛
隊
車
両
体

験
試
乗
、
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
な

　各地区の交流センターを拠点に開催します。
作品展示や各種発表、特産品販売など、地区な
らではの催しが盛りだくさん。詳しくは、各
地区の交流センターにお問い合わせください。

■安来地域
地　区 期　　日
十　神 10月４日㈰～５日㈪ 十神　　　℡23－0755
社　日 10月11日㈰ 社日　　　℡23－2048
島　田 11月７日㈯～８日㈰ 島田　　　℡23－2891
宇賀荘 10月17日㈯～18日㈰ 宇賀荘　　℡23－0721
吉　田 10月25日㈰ 吉田　　　℡27－0325
能　義 11月７日㈯～８日㈰ 能義　　　℡23－0764
飯　梨 10月24日㈯～25日㈰ 飯梨　　　℡28－8346
荒　島 10月24日㈯～25日㈰ 荒島　　　℡28－6783
赤　江 11月８日㈰ 赤江　　　 ℡28－８982

※大塚地区は７月に開催しました。

■広瀬地域
地　区 期　　日
広　瀬 11月７日㈯～８日㈰ 広瀬　　　℡３２-４１３８
布　部 11月８日㈰ 布部　　　℡３６-０００１
比　田 11月８日㈰（※１） 比田　　　℡３４-０００１
東比田 11月８日㈰（※１） 東比田　 ℡３４-０２１１
山　佐 10月25日㈰ 山佐　　　℡３５-０１２９
下山佐 11月８日㈰ 下山佐　　℡３２-３８４０
菅　原 11月15日㈰ 菅原　　　℡３２-３２９８
宇　波 11月８日㈰ 宇波　　　℡３６-０８５２
西　谷 11月３日㈫㈷ 西谷　　　℡３６-０３７６
奥田原 11月８日㈰ 奥田原　　℡３５-００４７

※１…比田地区と東比田地区は共同開催です。

■伯太地域
地　区 期　　日
安　田 11月８日㈰ 安田　　　℡３７-０８３５
母　里 11月８日㈰ 母里　　　℡３７-０２２５
井　尻 11月14日㈯～15日㈰ 井尻　　　℡３７-０８３６
赤　屋 11月14日㈯～15日㈰ 赤屋　　　℡３８-０１４５

　地域振興課　℡２３- ３０７０

秋の地区文化祭　
市民のみなさんの作品を展示

どそ
の
他　
▽
駐
屯
地
周
辺
に
臨

時
駐
車
場
を
用
意
し
て
い
ま
す

▽
詳
細
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
。「
陸
自
米
子
」
で
検
索
。

【展示部門】
華道・工芸立体・写真・書道・水墨画・日
本画・俳画・自由応募　　　
　日時　10月９日㈮～12日㈪㈷
　　　　10時～17時 ※最終日16時まで
　場所　安来中央　　
【文芸部門】
■将棋大会　日時　10月18日㈰９時～
　　　　　　場所　安来中央
■囲碁大会　日時　10月18日㈰９時～
　　　　　　場所　安来中央
※将棋・囲碁とも当日参加ができます。
　参加料が必要です。
※�川柳大会、俳句当季節雑詠、ステージ

部門（みんなで唄う安来節、市民音楽祭）
は11月に開催します。

　安来市総合文化祭実行委員会
℡２３- ３３１6

気軽に参加、楽しく交流
安来市総合文化祭

イ
ベ
ン
ト

　市民の皆さん日
ごろの活動披露や
作品展示を行いま
す。（入場無料）

問

問

問

問

問
問

交

交

交

交

交

交

交

交

交

交

交

交

交

交

交

交

交

交

交

交

交

交

交

交

交

交

広報やすぎ　2015年10月30



第
14
回
古
代
出
雲
王
陵
の
丘
健

康
ウ
オ
ー
ク
」
参
加
者
募
集

　
　
荒
島　

　
　
℡
＆　
28-

６
７
８
３

　
み
ん
な
で
一
緒
に
古
墳
の
宝

庫
荒
島
を
歩
き
、
健
康
な
体
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　
10
月
11
日
㈰
受
付
８
時

～
、
開
会
式
９
時
～
、
ス
タ
ー

ト
9
時
30
分
～

場
所
（
集
合
・
受
付
）　
古
代

　新庁舎の見学会にあわせて、
消防士の日頃の訓練（火災・救急・
救助）の成果を市民の皆さんに
披露します。申し込みは不要で
す。直接会場にお越しください。

日　時　10月24日㈯ 13時～16時（訓練展示　14時～）
場　所　安来市消防本部
内　容　新庁舎見学、消防士による火災訓練、救急、救助訓
　　　　練、救急講習、消火器による消火実験など
その他　駐車場は安来一中西側駐車場です。
　　　　消防本部敷地内での駐車スペースはありません。

  　警防課　℡２３－３４２４

AKARI清水寺

参道灯

日時　10 月 16 日㈮～ 18 日㈰
　　　日没（17時頃）～20時30分
 場所　清水寺

▽
湯
行
（
護
摩
火
）

▽
清
凌
亭
～
灯
華
の
お
も
て
な

し
～

▽
境
内
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク

▽
灯
参
道
限
定
精
進
料
理
（
要

予
約
）
な
ど

●
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

　

期
間
中
は
、
Ｊ
Ｒ
安
来
駅
お

よ
び
、
さ
ぎ
の
湯
温
泉
か
ら
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

そ
の
他　

▽
16
日
は
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
の
み　

▽
詳
し
く
は
、

安
来
市
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
安
来
市
観
光
協
会

　
℡
23-

７
６
６
７

活
用
く
だ
さ
い
。

▽
写
真
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
は
ラ

ミ
ネ
ー
ト
加
工
済　
▽
画
び
ょ

う
で
貼
り
付
け
可　
▽
大
き
さ

は
タ
イ
ト
ル
の
用
紙
を
つ
け
て

２
５
７
ミ
リ
×
３
６
４
ミ
リ　

▽
全
部
で
約
１
０
０
枚　
▽
無

料
で
最
長
３
カ
月
貸
出
し
。

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は

県
内
で
購
入
を

　
公
益
財
団
法
人
島
根
県
市
町

村
振
興
協
会

℡
０
８
５
２-

21-

４
３
０
１

　
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

の
収
益
金
は
、
県
ご
と
の
販
売

実
績
な
ど
に
基
づ
い
て
分
配
さ

れ
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
事
業
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

　
購
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
人

は
、
県
内
の
販
売
所
で
の
購
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

販
売
期
間　
９
月
28
日

㈪
～
10
月
16
日
㈮

出
雲
王
陵
の
丘
公
園
駐
車
場

コ
ー
ス　
▽
荒
島
海
岸
コ
ー
ス

（
８
㌔
）
▽
ふ
る
さ
と
コ
ー
ス

（
４
㌔
）▽
安
全
コ
ー
ス（
３
㌔
）

参
加
料　
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
１
０
０
円
。

申
込
期
限　
10
月
１
日
㈭

そ
の
他　
参
加
者
全
員
に
、
お

に
ぎ
り
と
豚
汁
を
提
供
。
ウ
オ

ー
ク
終
了
後
は
お
楽
し
み
抽
選

会
。

　
山
陰
を
代
表
す
る
古
寺
「
清

水
寺
」
の
参
道
・
境
内
を
ほ
の

か
な
灯
り
で
照
ら
し
、
昼
間
と

は
違
っ
た
神
秘
的
な
空
間
を
演

出
し
ま
す
。
夜
の
境
内
散
策
で

ぜ
い
た
く
な
時
間
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

●
主
な
イ
ベ
ン
ト

▽
本
堂
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
（
18

時
～
・
鑑
賞
無
料
）

17
日
㈯
…
天
台
聲し

ょ
う
み
ょ
う明

と
バ
リ
舞

踊18
日
㈰
…
ガ
ム
ラ
ン
演
奏
と

ジ
ャ
ワ
の
ワ
ヤ
ン（
影
絵
芝
居
）

申
問

安
来
の
風
景
写
真
を
貸
し
出
し

ま
す

　
　
安
来
市
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
事
務
局
（
定
住
企
画
課
内
）

　
　
℡
23ｰ

３
０
６
０

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
安
来
の
魅

力
を
再
発
見
し
て
も
ら
う
た

め
、
自
然
や
町
並
み
な
ど
を
収

め
た
写
真
を
無
料
で
貸
出
し
し

て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

そ
の
他

申
問

問

問

問

交
安来市消防新庁舎見学会
消防訓練展示イベント

広報やすぎ　2015年10月

庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター
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あ

エッサくんと行く

広
報

や
す

ぎ
　

平
成

2
７

年
1
0

月
号

昔さ ぽん
むかし

古紙配合率70％再生紙を使用しています

　清井町にある三上山と呼ばれる険しい山を登ると、三角点の近
くに山伏の姿をした高さ40センチ程の老人像が置かれています。
山と同名の「三上山」と呼ばれるこの像は健康長寿のご利益があ
ると言われ、昔から多くの人がお参りをしました。特に戦時中は
兵士の無事を願い厚く信仰され、清井町では昭和30年代まで、毎
月一回、行者講と呼ばれる行事を行っていました。
　行者講の日には、町内の代表者が「三上山」に
参った後、町内の人みんなで当番の家に集まりお
祈りをしました。お祈りの後には、必ず豆腐料理
が振る舞われたそうです。

やすぎ再発見三
さん

上
じょう

山
さん

　（清井町）

蛇
じ ゃ

の越
こ し

　むかし、清
きよ

井
い

村
むら

（現
げん

在
ざい

の清
きよ

井
い

町
ちょう

）の奥
おく

に千
せん

歳
ざい

沼
ぬま

という

大
おお

きな沼
ぬま

がありました。この沼
ぬま

の周
まわ

りは、高
たか

い木
き

が茂
しげ

っ

て薄
うす

暗
ぐら

く、見
み

るからに重
おも

苦
くる

しい雰
ふん

囲
い

気
き

を漂
ただよ

わせ、村
むら

の人
ひと

たちは「大
だい

蛇
じゃ

が住
す

んでいるのでは」と噂
うわさ

をしていました。

　その頃
ころ

、村
むら

の牧
まき

新
しん

左
ざ

衛
え

門
もん

という人
ひと

が、この沼
ぬま

の水
みず

を抜
ぬ

いて新
あたら

しい田
た

んぼをつくろうと考
かんが

えました。新
しん

左
ざ

衛
え

門
もん

が、

土
と

地
ち

の高
たか

さを測
はか

ったところ、水
みず

が引
ひ

けることがわかり、

早
さっ

速
そく

村
むら

人
びと

と工
こう

事
じ

に取
と

りかかりました。工
こう

事
じ

は進
すす

められ、

沼
ぬま

まで水
すい

路
ろ

ができると、千
せん

歳
ざい

沼
ぬま

の水
みず

は日
ひ

に日
ひ

に流
なが

れて少
すく

なくなっていきました。

　水
みず

がほとんど流
なが

れ、あと少
すこ

しで底
そこ

が見
み

えそうになった

時
とき

です。突
とつ

然
ぜん

、雲
くも

が出
で

て、雷
かみなり

が鳴
な

り、激
はげ

しい嵐
あらし

がやって

きました。村
むら

人
びと

たちは手
て

を止
と

め、急
いそ

いで木
き

の陰
かげ

に入
はい

り

ました。雨
あま

宿
やど

りを始
はじ

め、少
すこ

し時
じ

間
かん

がたった頃
ころ

でしょう

か。沼
ぬま

の中
なか

からヒュッと風
かぜ

が一
ひと

吹
ふ

きすると、次
し

第
だい

にビュ

ンビュンと吹
ふ

き荒
あ

れ、ついには見
み

上
あ

げる程
ほど

の大
おお

きな竜
たつ

巻
まき

になりました。村
むら

人
びと

があっ

けにとられていると、丸
まる

太
た

ほどの太
ふと

さのある巨
きょ

大
だい

な大
だい

蛇
じゃ

がゆっくり這
は

い出
だ

してきたのです。大
だい

蛇
じゃ

は

赤
あか

く大
おお

きな口
くち

を開
ひら

き、竜
りゅう

のように天
てん

をあおぎまし

た。次
つぎ

に目
め

玉
だま

を見
み

開
ひら

いて

新
しん

左
ざ

衛
え

門
もん

たちをにらみつ

けると清
きよ

水
みず

の方
ほう

に消
き

えていきました。村
むら

人
びと

たちは、恐
おそ

ろ

しさのあまりしばらくその場
ば

から動
うご

けなかったそうで

す。それから野
の

外
ど

から清
きよ

水
みず

まで大
だい

蛇
じゃ

の通
とお

った峠
とうげ

を蛇
じゃ

の越
こし

というようになりました。

エッサ

四コママンガ




